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本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
巻
末
、
雑
部
７０８
〜
７５０
番
（
巻
軸
歌
）
と
跋
文
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
雑
部
（
二
）
と
同
じ
で
あ
る
の
で
省

略
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
、
担
当
者
の
氏
名
を

示
し
た
。

森
あ
か
ね
、
嶋
中
佳
輝
、
橋
谷
真
広
、
八
木
智
生
、
丹
羽
雄
一
、
溝
口
利
奈
、
湯
本
美
紀

亀
井
の
水
を
掬
て

以
下
四
首
、
紀
行
中

７０８
ま
れ
に
来
て
む
す
ふ
か
め
ゐ
の
み
つ
か
ら
や
う
き
木
に
あ
へ
る
た
く
ひ
な
る
ら
ん

阿
含
経
曰
、
仏
告
玉
フ
二

諸
比
丘
ニ一

。「
如
シ

大
海
ノ

中
有
ン二

一
ノ

盲
―

亀
寿
無
量
劫
一

。
百
年
ニ

一
タ
ヒ

過
テ

出
シ
テ
レ

頭
ヲ

浮
ニ

、
有
二

一
木
一

、
正
有
二

一
―

孔
一

、
漂
―二

流
海
―

浪
ニ一

、
随
テレ

流
東
―

西
ス

。
盲
―

亀
百
―

年
ニ

一
タ
ヒ

出
テ

、
得
レ

遇
二

此
ノ

孔
ニ一

」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
四
三
四
番
。
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
、
巻
第
四
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
亀
井
の
水
を
掬
て
│
諸
堂
巡
礼
、
宝
蔵
に
て
霊
宝
ど
も
こ
と
ご
と
く
拝
見
、
宿
縁
浅
か
ら
ず
有
り
が
た
く
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本
ノ
マ
マ

覚
え
侍
り
、
聖
霊
院
に
て
御
影
ど
も
を
が
み
奉
り
て
奥
の
か
た
見
め
ぐ
り
ら
し
侍
れ
ば
、
浄
土
曼
陀
羅
く
ち
損
じ
て
か
た
ば
か
り
な

り
、
こ
れ
な
む
西
山
上
人
、
不
断
念
仏
勤
行
あ
り
し
所
な
る
べ
き
と
往
事
を
感
じ
て
涙
を
な
が
し
侍
り
ぬ
、
亀
井
の
水
を
掬
び
て
」。

『
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
』「
仏
告
諸
比
丘
│
告
諸
比
丘
」「
百
年
一
過
出
頭
│
百
年
一
遇
出
頭
」「
浮
有
一
木
正
有
一
孔
│
復
有
浮
木
止
有

一
孔
」「
随
流
│
随
風
」。

す
く

﹇
訳
﹈
亀
井
の
水
を
掬
っ
て

以
下
の
四
首
は
紀
行
中
に
詠
ん
だ
も
の

た
ま
に
来
て
亀
井
の
水
を
両
手
で
掬
う
私
（
実
隆
）
は
、
盲
目
の
亀
が
（
百
年
に
一
度
、
海
上
に
顔
を
出
し
た
と
き
）
浮
き
木
に
（
空

い
て
い
る
穴
に
）
出
会
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

阿
含
経
に
よ
る
と
、
仏
が
多
く
の
僧
侶
に
お
告
げ
に
な
る
こ
と
に
は
、「
大
海
の
中
に
一
匹
の
盲
目
の
亀
で
、
無
量
劫
の
時
間

（
無
限
の
長
い
時
間
）
を
生
き
る
も
の
が
い
た
。
そ
の
亀
が
百
年
に
一
度
、
海
上
に
顔
を
出
し
て
浮
か
ぶ
と
、
一
つ
の
木
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
一
つ
の
穴
が
開
い
て
い
て
、
波
に
漂
流
し
て
流
れ
の
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち
移
動
し
て
い
た
。（
仏
の
教
え
に
会
う
こ
と
が

難
し
い
の
は
）
そ
の
盲
目
の
亀
が
百
年
に
一
度
、
海
上
に
顔
を
出
し
た
と
き
に
、
こ
の
穴
に
出
会
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

云
々
。

﹇
考
察
﹈
歌
肩
に
「
以
下
四
首
紀
行
中
」
と
注
す
通
り
、
以
下
の
四
首
は
三
条
西
実
隆
が
七
〇
歳
に
な
っ
た
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
の

四
月
下
旬
か
ら
五
月
初
旬
に
か
け
て
、
住
吉
、
天
王
寺
、
高
野
山
に
参
詣
し
た
際
の
詠
作
で
、
当
歌
は
四
天
王
寺
で
の
詠
歌
。『
雪
玉

集
』
に
付
け
ら
れ
た
詞
書
に
よ
る
と
、
実
隆
は
四
天
王
寺
聖
霊
院
で
、
法
然
の
弟
子
で
浄
土
宗
西
山
派
の
開
祖
と
な
っ
た
西
山
上
人

（
証
空
）
が
勤
行
に
励
ん
だ
所
を
見
て
、
感
涙
を
流
し
た
。
出
典
の
「
盲
亀
の
浮
木
」
は
、
め
っ
た
に
な
い
幸
運
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と

の
た
と
え
で
、
こ
こ
で
は
実
隆
が
四
天
王
寺
に
参
拝
し
た
こ
と
を
指
す
。
当
歌
は
「
か
め
ゐ
の
み
つ
か
ら
」
に
「
亀
」
と
「
か
め
ゐ
の
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み
づ
」（
亀
井
の
水
）、「
み
づ
か
ら
」（
自
ら
）
を
重
ね
る
。

﹇
参
考
﹈
出
典
の
話
は
『
雑
阿
含
経
』
巻
一
五
に
あ
る
が
、
本
文
異
同
が
多
い
の
で
、
異
同
の
少
な
い
『
涅
槃
玄
義
発
源
機
要
』（
中
国
北

宋
代
の
僧
、
智
円
が
記
し
た
『
涅
槃
経
』
の
注
釈
書
）
を
取
り
上
げ
た
。

（
溝
口
利
奈
）

夢
殿
よ
り
持
来
の
法
花
経
な
と
拝
見
し
奉
る

７０９
む
は
玉
の
夢
殿
よ
り
や
見
ぬ
世
を
も
こ
ゝ
に
伝
へ
し
法
の
こ
と
の
葉

聖
徳
太
子
伝
曰
、
太
子
在
二

斑
鳩
ノ

宮
一

。
入
二

夢
殿
ノ

内
一

。
設
二

御
牀
褥
一

、
一
月
三
度
、
沐
―

浴
而
入
玉
フ

。
明
ル―

旦
タ

談
リ
玉
フ

二

海
―

表
ノ

雑

事
ヲ一

。
及
製
シ
給
フ

二

諸
―

経
ノ

疏
ヲ一

也
。
若
有
レ
ハ
レ

滞
ル
コ
ト

レ

義
ニ

、
即
入
二

夢
殿
一

、
常
ニ

自
二

東
方
一

金
人
到
テ

告
ル
ニ

以
二

妙
―

義
ヲ一

也
。
閉
テレ

戸
ヲ

不
レ

開

七
日
七
夜
。
不
レ

進
二

御
膳
ヲ一

。
不
レ

召
二

侍
従
一

。
妃
已
下
不
レ

得
レ

近
コ
ト
ヲ

レ

之
ニ

。
時
ノ

人
、
大
ニ

異
レ

之
ヲ

。
恵
慈
法
師
ノ

曰
、「
殿
―

下
入
リ
玉
ヘ
リ

二

三
―

昧
―

定
ニ一

。
敢
テ

莫
レ

驚
ク
コ
ト

」。
八
箇
日
ノ

之
晨
、
玉
ノ―

机
ノ

之
上
ニ

有
二

一
巻
経
一

。
設
レ

筵
引
二

恵
慈
法
師
一

告
テ

曰
、「
是
吾
先
―

身
ニ

修
二

行
セ
シ
時

衡
山
ニ一

、
所
レ

持
之
経
也
。
去
―

年
、
妹
―

子
将
―

来
ル
ハ

者
吾
弟
子
ノ

経
也
。
三
ノ

老
―

比
―

丘
不
レ

識
二

吾
所
レ

蔵
之
処
一ヲ

、
取
二

他
ノ

経
ヲ一

送
レ
リ

。
故
ニ

吾
頃
、
遣
シ
テ
レ

魂
ヲ

取
―

来
レ
リ

」。
指
二

所
ノレ

落
字
ヲ一

而
示
シ
玉
フ

二

法
師
ニ一

。
師
大
ニ―

驚
テ

、
奇
ト
ス
レ

之
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
四
三
三
番
。
聖
徳
太
子
伝
暦
、
巻
下
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』「
取
他
経
送
│
取
佗
経
送
」。

も
た
ら

﹇
訳
﹈
夢
殿
か
ら
齎
さ
れ
た
法
花
経
な
ど
を
拝
見
し
申
し
上
げ
る

夢
殿
か
ら
（
も
た
ら
さ
れ
た
の
）
だ
な
あ
。
見
た
こ
と
の
な
い
過
去
世
を
も
現
世
に
伝
え
た
仏
の
言
葉
は
。

聖
徳
太
子
伝
暦
に
よ
る
と
、
太
子
は
斑
鳩
宮
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
夢
殿
の
中
に
お
入
り
に
な
る
。
寝
台
に
敷
物
を
用
意
し
、
ひ
と

月
に
三
度
、
沐
浴
を
し
て
（
夢
殿
に
）
お
入
り
に
な
る
。
明
く
る
朝
、
海
外
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
に
な
る
。
ま
た
、
諸
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経
の
注
釈
書
を
お
作
り
に
な
る
。
も
し
注
釈
に
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
夢
殿
に
お
入
り
に
な
る
と
、
い
つ
も
東
方
か

ら
仏
が
（
夢
の
中
に
）
来
臨
し
て
優
れ
た
解
釈
を
授
け
る
。
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
参
籠
な
さ
る
こ
と
七
日
七
夜
の
間
、（
太
子
は
）

お
食
事
を
さ
れ
な
い
。
侍
従
を
お
呼
び
に
な
ら
な
い
。
妃
を
は
じ
め
誰
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
々
は
た
い
そ
う
不
思
議

に
思
っ
た
。
恵
慈
法
師
が
言
う
に
は
、「
殿
下
（
太
子
）
は
精
神
を
集
中
し
て
、
深
い
瞑
想
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
。
ま
っ
た
く
驚

く
こ
と
は
な
い
」。
八
日
目
の
朝
、（
太
子
の
）
美
し
い
机
の
上
に
一
巻
の
経
が
あ
っ
た
。（
太
子
が
）
筵
を
敷
き
、
恵
慈
法
師
を

引
き
入
れ
て
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、「
こ
れ
は
私
が
前
世
に
お
い
て
、
衡
山
で
修
行
し
た
時
に
持
っ
て
い
た
経
で
あ
る
。
去
年
、
小

野
妹
子
が
も
た
ら
し
た
経
は
私
の
弟
子
の
も
の
で
あ
る
。
三
人
の
老
僧
は
私
が
（
経
を
）
納
め
た
場
所
を
知
ら
ず
、
他
の
経
を
取

っ
て
（
妹
子
に
）
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
私
は
先
ご
ろ
（
衡
山
に
）
魂
を
飛
ば
し
て
（
経
を
）
取
っ
て
来
た
の
で
あ

る
」。（
太
子
は
妹
子
が
持
っ
て
き
た
経
の
）
脱
字
を
指
し
て
恵
慈
法
師
に
お
示
し
に
な
る
。
恵
慈
法
師
は
大
変
驚
き
、
不
思
議
に

思
っ
た
。

﹇
考
察
﹈「
金
人
」
は
金
色
の
人
の
意
で
、
仏
や
仏
像
を
い
う
。「
恵
慈
」
は
高
句
麗
か
ら
渡
来
し
た
僧
で
、
聖
徳
太
子
の
仏
法
の
師
。「
慧

慈
」
と
も
書
く
。「
三
昧
」
と
「
定
」
は
、
心
を
集
中
し
て
安
ら
か
で
静
か
な
状
態
を
指
す
。「
比
丘
」
は
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た

男
子
の
こ
と
。
当
歌
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
記
さ
れ
た
夢
殿
と
経
に
纏
わ
る
伝
説
に
思
い
を
馳
せ
て
詠
む
。

第
一
句
の
「
む
は
玉

の
」
は
「
夢
」
に
掛
か
る
枕
詞
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
詞
書
に
は
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
四
月
一
九
日
に
伏
見
へ
向
か
い
、
小
坂
に
着
い
て
一
泊
す
る
ま
で
の
船
旅

と
、
翌
二
〇
日
に
光
明
院
か
ら
の
迎
え
で
聖
徳
太
子
の
創
建
と
伝
え
る
四
天
王
寺
を
参
詣
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
夢
殿
よ
り

持
来
の
法
花
経
な
と
拝
見
し
奉
る
」
は
そ
の
一
部
分
。
実
隆
の
『
高
野
参
詣
日
記
』（『
群
書
類
従
』
所
収
）
に
も
、『
雪
玉
集
』
の
詞
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書
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
丹
羽
雄
一
）

内
よ
り
た
ま
は
り
し
御
爪
の
き
れ
を
納
め
奉
る
つ
ゝ
み
紙
に
書
付
し

７１０
爪
の
う
へ
の
土
よ
り
ま
れ
の
身
を
う
け
て
仏
の
道
は
手
に
と
り
つ
へ
し

涅
槃
経
三
十
一
曰
、
生
二

人
趣
一

者
、
如
二

爪
上
ノ

土
一

、
堕
二

三
途
一

者
、
如
二

十
方
ノ

土
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
四
五
三
番
。
往
生
要
集
、
巻
上
、
大
文
第
一
、
厭
離
穢
土
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
ま
は
り
し
│
給
は
り
た
り
し
」「
つ
ゝ
み
紙
に
│
裹
紙
に
」。『
往
生
要
集
』「
涅
槃
経
三
十
一
曰
│
大
経

云
」。

﹇
訳
﹈
主
上
（
後
柏
原
天
皇
）
か
ら
頂
戴
し
た
御
爪
の
切
れ
端
を
納
め
申
し
上
げ
る
包
み
紙
に
書
き
付
け
た

爪
の
上
の
（
わ
ず
か
な
）
土
よ
り
も
希
少
な
生
を
享
け
た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
仏
の
（
説
か
れ
た
）
道
を
（
主
上
は
）
手
に
す
る
に
違

い
な
い
。

涅
槃
経
の
巻
三
十
一
に
よ
る
と
、
人
間
世
界
に
生
ま
れ
る
者
は
爪
の
上
に
載
せ
た
土
の
よ
う
に
少
な
く
、
三
悪
道
に
生
ま
れ
る
者

は
世
界
中
の
土
の
よ
う
に
多
い
。

﹇
考
察
﹈「
人
趣
」
は
六
道
（
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
間
、
天
上
）
の
う
ち
の
人
間
界
。「
爪
上
の
土
」
は
爪
に
つ
ま
ん
だ
僅

少
の
土
の
意
。「
三
途
」
は
地
獄
道
、
餓
鬼
道
、
畜
生
道
の
三
悪
道
。「
十
方
の
土
」
は
無
量
無
辺
に
存
在
す
る
土
の
意
で
、
数
の
多
い

こ
と
を
い
う
。
当
歌
は
後
柏
原
天
皇
の
爪
を
高
野
山
に
奉
納
す
る
に
あ
た
り
、
天
皇
の
成
仏
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
詠
む
。『
実
隆
公

記
』
大
永
四
年
四
月
一
六
日
の
条
に
は
「
自
禁
裏
御
扇
被
下
之
、
御
爪
可
納
高
野
之
由
同
仰
也
」
と
あ
り
、
実
隆
は
後
柏
原
天
皇
の
爪

を
高
野
山
に
納
め
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。『
高
野
詣
真
名
記
』（『
実
隆
公
記
』
所
収
）
同
年
四
月
二
四
日
の
条
に
は
「
主
上
御
爪
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別
而
申
事
由
奉
納
」
と
あ
り
、
奥
院
に
納
め
た
。
爪
の
奉
納
は
、
高
野
山
へ
の
分
骨
埋
葬
の
信
仰
に
よ
る
。

﹇
参
考
﹈『
大
般
涅
槃
経
』
の
訳
本
は
北
本
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
二
巻
、N

o.374

）
と
南
本
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
二
巻
、

N
o.375

）
が
あ
り
、「
如
爪
上
土
」「
如
十
方
」
の
記
述
が
あ
る
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
一
は
南
本
に
あ
た
る
が
、
本
文
は
一
致
し
な

い
。『
往
生
要
集
』
の
記
述
は
『
大
般
涅
槃
経
』
の
取
意
と
さ
れ
、「
大
経
」
は
『
大
般
涅
槃
経
』
を
指
す
。

（
丹
羽
雄
一
）

年
頃
お
ち
た
る
歯
と
も
取
を
か
せ
た
る
、
お
さ
む
と
て

７１１
い
か
は
か
り
法
を
そ
し
り
し
む
く
ひ
と
か
お
ち
つ
く
し
け
る
恥
し
の
身
や

譬
喻
品
曰
、
其
有
レ

誹
二

謗
ス
ル
コ
ト

如
レ

斯
経
―

典
一ヲ

。
見
有
読
誦
書
持
経
者
、
軽
賤
憎
嫉
而
懐
結
恨
。
此
人
罪
報
汝
今
復
聴
。
其
人
命

終
入
二

阿
鼻
獄
一

、
具
二―

足
シ
テ

一
劫
一ヲ

、
々
尽
更
ニ

生
レ
ン

。
如
レ

此
展
転
シ
テ

至
二ン

無
数
劫
一ニ

。
従
二

地
獄
一

出
当
―ニ

堕
二

畜
生
一

云
云
。
中
略
生
ナ
カ
ラ

輙
チ

聾
―

啞
ニ
シ
テ

、
諸
―

根
不
具
ナ
ラ
ン

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
四
五
五
番
。
妙
法
蓮
華
経
、
巻
第
二
、
譬
喩
品
、
第
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
年
頃
お
ち
た
る
歯
と
も
取
を
か
せ
た
る
お
さ
む
と
て
│
み
づ
か
ら
の
と
し
ご
ろ
お
ち
た
る
歯
ど
も
と
り
お

か
せ
た
る
、
二
は
観
音
の
像
あ
た
ら
し
く
造
立
さ
せ
侍
る
に
腹
身
し
奉
り
て
、
の
こ
り
廿
あ
ま
り
侍
る
を
を
さ
む
と
て
」。『
妙
法
蓮
華

経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
年
来
抜
け
落
ち
た
歯
を
取
り
置
か
せ
て
い
た
が
、
納
め
る
と
し
て

ど
れ
ほ
ど
仏
法
を
け
な
し
た
報
い
な
の
だ
ろ
う
か
。（
阿
鼻
地
獄
に
）
堕
ち
尽
く
し
た
恥
ず
か
し
い
身
で
、（
歯
が
）
す
べ
て
抜
け
落
ち

て
し
ま
っ
た
恥
ず
か
し
い
身
で
あ
る
な
あ
。

譬
喩
品
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
経
典
（
法
華
経
）
を
誹
謗
す
る
者
が
い
て
、
経
を
読
ん
だ
り
書
き
写
し
て
持
っ
た
り
す
る
者
を

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １５８ ―



見
て
、
軽
蔑
し
て
憎
み
嫉
み
、
深
い
恨
み
を
な
す
。
こ
の
人
た
ち
の
罪
の
報
い
を
、
あ
な
た
は
今
ま
た
聞
く
が
よ
い
。
彼
ら
の
命

が
尽
き
る
と
阿
鼻
地
獄
に
入
り
、
ま
る
一
劫
（
ほ
と
ん
ど
無
限
に
近
い
時
間
）
を
経
て
も
、
ま
た
（
阿
鼻
地
獄
に
）
生
ま
れ
変
わ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
何
回
も
同
じ
所
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
永
遠
に
そ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
地
獄
か
ら
出
ら
れ

て
も
、
畜
生
界
に
堕
ち
る
だ
ろ
う
云
々
。
中
略
（
彼
ら
は
人
間
に
）
生
ま
れ
て
も
聾
啞
で
あ
り
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
だ
ろ
う

云
々
。

﹇
考
察
﹈『
妙
法
蓮
華
経
』
譬
喩
品
の
一
節
は
、
経
典
を
そ
し
る
者
の
罪
報
を
説
く
。
平
安
後
期
か
ら
仏
像
の
胎
内
に
各
種
の
品
を
納
入
す

る
習
慣
が
行
な
わ
れ
、
経
典
や
舎
利
、
文
書
が
多
い
が
、
遺
骨
や
奉
納
者
の
髪
な
ど
を
納
入
す
る
例
も
あ
る
。
当
歌
は
三
条
西
実
隆
が

高
野
山
に
行
き
、
後
柏
原
天
皇
の
爪
を
奉
納
し
た
際
（
７１０
番
歌
）、
新
造
観
音
像
に
自
分
の
歯
を
二
つ
、
奥
院
に
残
り
の
歯
を
二
十
余

り
納
め
て
詠
ん
だ
も
の
。
第
四
句
「
落
ち
尽
く
し
」
に
加
齢
に
よ
り
歯
が
す
っ
か
り
抜
け
落
ち
る
と
、
悪
道
に
す
っ
か
り
落
ち
る
と
を

重
ね
る
。
結
句
の
「
恥
ず
か
し
」
は
歯
が
無
い
か
ら
と
、
成
仏
で
き
な
い
か
ら
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
の
詞
書
は
、「
高
野
山
道
の
記
」（
別
称
「
住
吉
紀
行
」
等
。『
実
隆
公
記
』
所
収
）
と
一
致
す
る
。

（
八
木
智
生
）

神
祇

７１２
あ
ら
は
る
ゝ
光
を
あ
ふ
け
こ
れ
そ
此
か
け
し
衣
の
た
ま
つ
し
ま
ひ
め

法
華
経
要
文
、
見
于
釈
教
歌
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
五
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
神
祇
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こ
の
世
に
姿
を
現
し
た
（
仏
の
）
光
を
讃
仰
せ
よ
。
こ
れ
こ
そ
が
衣
に
縫
い
付
け
た
、
玉
津
島
姫
の
よ
う
に
美
し
く
輝
く
宝
珠
で
あ
る

な
あ
。法

華
経
の
要
旨
は
、
釈
教
歌
に
見
え
る
。（
６９２
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
出
典
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
に
見
え
る
「
衣
裏
繋
珠
」。
あ
る
貧
者
が
親
友
の
家
で
、
酒
に
酔
い
寝
て
い
た
間
、

親
友
は
彼
の
衣
に
宝
珠
を
縫
い
付
け
る
。
貧
者
は
気
づ
か
な
い
ま
ま
帰
り
、
貧
し
い
生
活
を
続
け
て
い
た
が
、
親
友
に
再
会
し
て
宝
珠

を
知
る
。
か
つ
て
大
乗
の
教
え
を
受
け
て
い
た
の
に
、
後
に
法
華
経
を
聞
く
ま
で
知
ら
ず
に
悟
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
例
え
る
。
法
華
七た

ま

喩
（
６８２
番
歌
、
参
照
）
の
一
つ
で
、
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
仏
を
賛
美
す
る
。「
衣
の
た
ま
つ
し
ま
ひ
め
」
に
「
衣
の
玉
」
と
「
玉

つ
し
ま
ひ
め

そ
と
お
り
ひ
め

津
島
姫
」
を
重
ね
る
。
玉
津
島
姫
は
和
歌
山
市
の
和
歌
浦
に
あ
る
玉
津
島
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
衣
通
姫
の
異
称
（
７５０
番
歌
、
参

照
）。
記
紀
に
登
場
す
る
伝
説
上
の
女
性
で
、
身
の
光
が
衣
を
通
し
て
輝
く
よ
う
な
美
し
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
７１３
番
歌
、
参
照
。

（
八
木
智
生
）

７１３
か
ら
こ
ろ
も
と
を
る
ひ
か
り
を
や
は
ら
け
て
名
も
く
も
り
な
き
玉
津
嶋
姫

日
本
紀
十
三
巻
曰
、
皇
后
不
レ

獲
レ

已
ム
コ
ト
ヲ

而
奏
―

言
、「
妾
カ

弟
、
名
弟
姫
焉
」。
弟
姫
容
―

姿
絶
―

妙
ニ
シ
テ

無
レ

比
。
其
ノ

艶
―キ

色
徹
レリ
テ

衣
ヨ
リ

テ
ル

ソ
ト
ヲ
リ
イ
ラ
ツ
ヒ
メ
ト

而
晃
之
。
是
―ヲ

以
時
―ノ

人
号
テ

曰
二

衣
通
郎
姫
一

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
一
二
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
三
、
允
恭
紀
七
年
一
二
月
、
一
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
容
姿
絶
妙
│
容
姿
絁
妙
」。

﹇
訳
﹈
（
神
祇
）

美
し
い
衣
を
通
る
光
を
和
ら
げ
て
、
名
声
も
輝
か
し
い
玉
津
島
姫
だ
な
あ
。
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日
本
書
紀
の
巻
十
三
に
よ
る
と
、（
允
恭
天
皇
の
）
皇
后
（
忍
坂
大
中
姫
）
が
や
む
を
え
ず
天
皇
に
申
し
上
げ
る
に
は
、「
私
の
妹

で
、
名
は
弟
姫
」
と
。
弟
姫
は
容
姿
が
絶
妙
で
比
べ
よ
う
も
な
い
。
そ
の
美
し
い
色
つ
や
が
衣
を
通
し
て
輝
く
。
こ
れ
に
よ
り
時
の
人

は
、
名
付
け
て
衣
通
郎
姫
と
申
し
上
げ
た
。

﹇
考
察
﹈
衣
通
郎
姫
は
７１２
番
歌
の
玉
津
島
姫
と
同
一
視
さ
れ
、
住
吉
神
と
と
も
に
和
歌
神
と
し
て
仰
が
れ
た
。
当
歌
は
色
つ
や
が
衣
を
通

し
て
耀
く
と
い
う
、
そ
の
名
の
と
お
り
の
衣
通
郎
姫
の
美
し
さ
を
詠
む
。
第
二
・
三
句
の
「
光
を
和
ら
げ
て
」
は
和
光
同
塵
（
仏
が
本

来
の
威
光
を
和
ら
げ
、
煩
悩
の
塵
に
同
じ
て
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
。
と
く
に
仏
が
日
本
の
神
と
し
て
現
れ
る
こ
と
）
の
「
和
光
」
の

訓
読
み
。

﹇
参
考
﹈
衣
通
郎
姫
は
『
古
事
記
』（
七
一
二
年
成
立
、
太
安
万
侶
撰
）
に
も
登
場
す
る
が
、『
日
本
書
紀
』
と
は
設
定
が
異
な
る
。『
古
事

記
』
で
は
允
恭
天
皇
の
皇
女
、
軽
大
郎
女
の
別
名
で
、
同
母
兄
の
軽
太
子
と
情
を
交
わ
し
、
伊
予
に
流
さ
れ
た
軽
太
子
を
追
い
、
合
流

し
た
の
ち
心
中
し
た
と
語
ら
れ
る
。
当
歌
の
作
者
、
三
条
西
実
隆
は
、
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
頃
に
『
日
本
書
紀
』
を
書
写
し

た
。

（
湯
本
美
紀
）

７１４
い
ま
も
か
も
聞
へ
あ
け
な
ん
す
へ
ら
き
の
絶
せ
ぬ
天
の
神
の
よ
こ
と
を

ヨ
コ
ト
ヲ

旧
事
本
紀
曰
、
天
種
子
ノ

命
奏
二

天
神
寿
詞
一

。
即
、
神
世
古
事
類
、
是
也
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
六
四
番
。
先
代
旧
事
本
紀
、
巻
七
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
先
代
旧
事
本
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
神
祇
）

き
っ
と
今
も
申
し
上
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
あ
。
天
皇
へ
の
絶
え
な
い
、
天
つ
神
の
祝
い
の
言
葉
を
。

あ
め
の
た
ね
こ
の
み
こ
と

旧
事
本
紀
に
よ
る
と
、（
神
武
天
皇
即
位
の
時
に
）
天
種
子
命
が
天
つ
神
の
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
代
以
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来
の
古
い
風
習
の
類
が
こ
れ
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
天
種
子
命
の
子
孫
で
あ
る
中
臣
氏
は
、
古
代
に
お
い
て
神
事
・
祭
事
を
司
っ
た
豪
族
で
、
天
皇
の
御
代
の
繁
栄
を
祈
っ
た
祝
い

の
り
と

よ
ご
と

の
言
葉
（
祝
詞
や
寿
詞
）
を
奏
上
し
た
。

（
湯
本
美
紀
）

７１５
さ
ら
に
こ
の
冬
の
ま
つ
り
や
千
早
振
か
も
に
い
ろ
そ
ふ
松
の
こ
と
の
葉

古
今
集
、
廿
巻
云
、
冬
の
賀
茂
祭
の
歌
、
藤
原
敏
行
朝
臣

千
早
振
か
も
の
社
の
姫
小
松
よ
ろ
つ
世
ふ
と
も
色
は
か
は
ら
し

古
今
童
蒙
抄
云
、
冬
の
賀
茂
祭
と
い
ふ
は
臨
時
の
祭
を
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
六
八
番
。
古
今
和
歌
集
、
巻
二
〇
、
一
一
〇
〇
番
。
古
今
集
童
蒙
抄
、
冬
の
賀
茂
の
祭
の
う
た
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「（
神
祇
）
│
神
社
」。『
八
代
集
抄
』『
古
今
集
童
蒙
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
神
祇
）

（
例
祭
に
加
え
て
）
さ
ら
に
こ
の
冬
の
祭
は
賀
茂
社
に
趣
を
添
え
、
松
の
葉
に
深
み
を
添
え
、
和
歌
に
も
趣
を
添
え
る
こ
と
だ
な
あ
。

古
今
和
歌
集
の
第
二
十
巻
に
よ
る
と
、
冬
の
賀
茂
祭
の
歌
、
藤
原
敏
行
朝
臣

賀
茂
社
の
姫
小
松
は
、
ど
れ
だ
け
の
時
が
過
ぎ
よ
う
と
も
色
あ
せ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

古
今
集
童
蒙
抄
に
よ
る
と
、
冬
の
賀
茂
祭
と
い
う
の
は
臨
時
の
祭
を
い
う
。

﹇
考
察
﹈
藤
原
敏
行
が
賀
茂
社
の
小
松
の
色
は
不
変
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
て
、
当
歌
は
「
松
の
葉
」
の
み
な
ら
ず
「
言
の
葉
」（
和
歌
）
や

「
賀
茂
」
に
も
「
色
添
ふ
」
と
見
な
す
。「
臨
時
祭
」
は
、
賀
茂
神
社
に
お
い
て
四
月
の
中
酉
日
に
行
わ
れ
る
例
祭
に
対
し
、
十
一
月
の

下
酉
日
に
同
社
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
（
２３３
番
歌
、
参
照
）。
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
に
始
ま
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
終
結
し
た
一
四
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七
七
年
以
降
は
中
絶
し
た
（
所
功
氏
「
賀
茂
臨
時
祭
の
成
立
と
変
転
」、「
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
」
３
、
一
九
九
八
年

三
月
）。
詠
者
の
後
柏
原
天
皇
は
一
四
六
四
年
に
生
ま
れ
一
五
〇
〇
年
に
践
祚
し
た
が
、
戦
国
動
乱
の
最
中
で
朝
廷
の
経
済
は
逼
迫
し

て
、
即
位
式
も
一
五
二
一
年
に
よ
う
や
く
執
り
行
な
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
の
で
、
当
歌
は
賀
茂
の
臨
時
祭
を
想
像
し
て
の
詠
作
で
あ
ろ

う
。

（
橋
谷
真
広
）

賀
茂

７１６
い
に
し
へ
の
か
も
の
川
霧
立
か
へ
り
ま
た
か
け
見
は
や
山
あ
い
の
袖

本
朝
神
社
考
ニ

引
、
寛
平
御
記
、
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
四
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
賀
茂

か
つ
て
川
霧
が
立
っ
て
い
た
賀
茂
川
で
、
も
う
一
度
ま
た
、
川
面
に
映
っ
た
影
を
見
た
い
も
の
だ
、
あ
の
山
藍
の
袖
（
の
影
を
）。

本
朝
神
社
考
に
引
か
れ
た
寛
平
御
記
は
、
秋
部
に
見
え
る
（
２３３
番
歌
、
参
照
）。

﹇
考
察
﹈「
霧
立
ち
か
へ
り
」
に
「
霧
立
ち
」
と
「
立
ち
返
り
」（
再
び
、
と
い
う
意
味
の
副
詞
）
を
重
ね
る
。「
霧
」
は
『
寛
平
御
記
』
の

一
節
「
天
陰
霧
降
」
を
踏
ま
え
る
。「
山
藍
の
袖
」
は
山
藍
で
模
様
を
摺
り
染
め
に
し
、
神
事
奉
仕
の
た
め
に
物
忌
の
印
と
し
て
着
る

を

み
ご
ろ
も

小
忌
衣
。
７１５
番
歌
と
同
じ
く
、
賀
茂
の
臨
時
祭
の
復
興
を
願
っ
た
歌
で
あ
ろ
う
。

﹇
参
考
﹈「
月
さ
ゆ
る
み
た
ら
し
河
に
影
み
え
て
氷
に
す
れ
る
山
藍
の
袖
」（
新
古
今
和
歌
集
、
神
祇
、
一
八
八
九
番
、
文
治
六
年
女
御
入

内
の
屏
風
に
臨
時
祭
か
け
る
所
を
よ
み
侍
り
け
る
、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）。

（
橋
谷
真
広
）

神
社
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７１７
あ
ら
は
れ
し
塩
の
八
百
会
の
幾
重
共
し
ら
ぬ
ち
か
ひ
や
住
吉
の
神

神
代
巻
曰
、
浮
二

濯
於
潮
上
一

、
因
以
生
―

神
、
凡
ヘ
テ

有
二

九
―

神
一

。
其
ノ

表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
、
三
神
鎮
座
焉
。

中
臣
祓
曰
、
荒
塩
乃
塩
乃
八
百
道
乃
八
塩
道
能
塩
乃
八
百
会
仁
座
須
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
三
九
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
、
神
代
上
、
四
八
頁
。
中
臣
祓
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
凡
有
九
神
│
凡
有
九
神
矣
」「
其
表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
、
三
神
鎮
座

焉
│
其
底
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
表
筒
男
命
、
是
即
住
吉
大
神
矣
」。『
中
臣
祓
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
神
社

多
く
の
潮
流
の
集
ま
る
所
で
は
、（
全
貌
が
）
露
わ
に
な
っ
て
も
潮
が
幾
重
に
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
世
に
現
わ
れ

た
住
吉
の
神
へ
の
誓
い
も
、
幾
度
立
て
た
か
分
か
ら
な
い
な
あ
。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

（
日
本
書
紀
の
）
神
代
巻
に
よ
る
と
、（
伊
弉
諾
尊
が
）
潮
の
上
に
浮
い
て
す
す
が
れ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
を
生
み
、
全
部

で
九
神
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
の
三
神
が
（
住
吉
に
）
鎮
座
し
て
い
る
。

は
や
あ
き
つ

ひ

め

中
臣
祓
に
よ
る
と
、（
速
開
津
比
売
と
い
う
神
は
）
と
て
も
多
く
の
激
し
い
潮
流
が
交
じ
り
合
う
場
所
に
お
ら
れ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
神
代
巻
は
、
黄
泉
の
国
か
ら
戻
っ
た
伊
弉
諾
尊
が
禊
・
祓
を
し
た
場
面
（
１３６
番
歌
、
参
照
）。『
中
臣
祓
』
は
海
へ
運
ば
れ
た
罪

や
し
ほ
ぢ

や
ほ
あ
ひ

や
穢
れ
を
速
開
津
姫
が
呑
み
こ
む
箇
所
。「
八
塩
道
」
は
多
く
の
潮
路
、「
塩
の
八
百
会
」
は
多
く
の
潮
流
が
集
ま
る
こ
と
、
ま
た
そ
の

場
所
。
当
歌
の
「
あ
ら
は
れ
し
」
は
潮
と
神
を
、「
幾
重
と
も
知
ら
ぬ
」
は
潮
と
誓
い
を
そ
れ
ぞ
れ
修
飾
す
る
。

﹇
参
考
﹈『
中
臣
祓
』
の
本
文
は
諸
本
に
よ
り
異
な
る
が
（
詳
細
は
『
神
道
大
系
』
所
収
「
中
臣
祓
註
釋
」
解
題
、
参
照
）、『
延
喜
式
』
所

載
の
大
祓
詞
と
一
致
す
る
。

（
嶋
中
佳
輝
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １６４ ―



７１８
見
す
や
そ
の
か
ら
神
と
て
も
す
へ
ら
き
の
御
垣
の
内
に
あ
と
を
た
れ
け
る

延
喜
式
、
三
、
名
神
祭
部
曰
、
園
神
社
一
座
、
韓
神
社
二
座
、
已
上
座
二ス

宮
内
省
一ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
二
三
番
。
延
喜
式
、
巻
三
、
神
祇
三
、
臨
時
祭
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
あ
と
を
た
れ
け
る
│
跡
を
た
れ
け
り
」。『
延
喜
式
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
神
社
）

知
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
韓
神
（
は
渡
来
の
神
で
あ
る
）
と
い
っ
て
も
、
天
皇
の
（
住
む
）
皇
居
を
囲
む
垣
根
の
中
に
垂
迹

さ
れ
た
こ
と
を
。

延
喜
式
、
巻
三
の
名
神
祭
の
部
に
よ
る
と
、
園
神
社
が
一
座
、
韓
神
社
が
二
座
、
以
上
が
宮
内
省
に
鎮
座
す
る
。

﹇
考
察
﹈
園
神
も
韓
神
も
宮
中
に
祭
ら
れ
て
い
た
神
で
、『
延
喜
式
』
で
は
「
名
神
祭
二
百
八
十
五
座
」
の
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
。
韓
神

と
は
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
神
の
意
で
あ
り
（
３１８
番
歌
参
照
）、
当
歌
は
異
国
の
神
が
宮
中
の
守
護
神
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
詠

む
。

（
嶋
中
佳
輝
）

社
頭
榊

柏
７１９
松
も
い
さ
い
く
度
霜
に
顕
れ
て
神
代
お
ほ
ゆ
る
榊
葉
の
陰

朗
詠
詩
句
、
見
于
恋
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
七
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
社
殿
の
榊

松
も
さ
あ
何
度
、
霜
枯
れ
の
中
か
ら
現
わ
れ
た
か
知
ら
な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
何
度
も
霜
の
中
か
ら
現
わ
れ
て
、
神
々
の
時
代
の
こ
と
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が
思
い
出
さ
れ
る
榊
葉
の
姿
（
も
ま
た
不
変
）
だ
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
の
詩
句
は
、
恋
の
部
に
見
え
る
。（
３８９
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
３８９
番
歌
の
出
典
「
十
八
公
栄
霜
後
露
」
を
当
歌
は
踏
ま
え
て
、
い
か
な
る
環
境
に
も
負
け
ず
不
変
の
緑
を
保
つ
松
を
引
き
合
い

に
出
し
、
同
じ
く
常
緑
樹
で
あ
る
榊
の
不
変
さ
を
詠
む
。

（
溝
口
利
奈
）

７２０
霜
さ
や
く
暁
さ
む
し
神
垣
に
と
る
も
う
た
ふ
も
さ
か
き
葉
の
声

梁
塵
愚
案
抄
、
神
楽
部
、
同
採
物
歌
、
榊
。
榊
葉
の
香
を
か
く
は
し
み
│

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
三
二
番
。
梁
塵
愚
案
抄
、
巻
上
、
神
楽
部
、
採
物
歌
、
榊
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
社
殿
の
榊
）

霜
が
音
を
た
て
る
ほ
ど
の
夜
明
け
前
は
冷
え
こ
む
な
あ
。
神
社
で
手
に
取
る
（
神
降
ろ
し
の
物
）
も
榊
、
神
を
招
く
歌
も
神
楽
歌

「
榊
」
で
、
榊
の
葉
擦
れ
の
音
が
す
る
な
あ
。

と
り
も
の

梁
塵
愚
案
抄
、
神
楽
の
部
、
同
じ
採
物
歌
、
榊
。
榊
の
葉
の
香
り
が
よ
い
の
で
（
下
略
）。

さ
か
き

ば

か

と

く

や

そ
う
ぢ
び
と

﹇
考
察
﹈
出
典
の
歌
の
全
文
は
「
賢
木
葉
の
香
を
か
ぐ
は
し
み
尋
め
来
れ
ば
八
十
氏
人
ぞ
ま
と
ゐ
せ
り
け
る
」（
榊
の
葉
の
香
り
が
よ
い
の

で
、
そ
の
場
所
を
求
め
て
尋
ね
て
く
る
と
、
多
く
の
氏
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
）。
神
楽
歌
と
は
、
広

義
で
は
神
前
で
舞
楽
と
共
に
唱
和
さ
れ
る
歌
謡
、
狭
義
で
は
宮
中
で
行
わ
れ
る
神
事
歌
謡
を
い
う
。
採
物
歌
は
、
神
が
降
り
る
物
を
持

っ
て
演
じ
る
曲
の
部
類
（
採
物
に
つ
い
て
は
７２２
番
歌
の
解
説
参
照
）。
当
歌
の
結
句
「
榊
」
に
、
舞
い
人
が
手
に
持
つ
榊
と
神
楽
歌
の

「
榊
」
を
重
ね
る
。

（
溝
口
利
奈
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １６６ ―



寄
榊
神
祇

７２１
か
く
山
の
榊
ほ
り
う
へ
し
其
跡
を
世
々
に
う
つ
せ
る
神
あ
そ
ひ
哉

コ
ヽ
ニ

ネ
コ
シ
ニ
シ
テ

神
代
巻
曰
、
於
是
天
ノ

児
屋
命
、
掘
二

天
香
山
之
真
坂
木
ヲ一

、
而
上
ツ―

枝
ニ
ハ

懸
二

以
鏡
―

作
ノ

遠
ツ―

祖
天
抜
戸
児
巳
凝
戸
辺
所
レ

作
八
咫
ノ

鏡
ヲ一

云
云
。
広
ク―

厚
ク

称
辞
祈
啓
矣
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
八
四
五
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
、
神
代
上
、
八
五
頁
。

古
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
か
く
山
の
│
香
久
山
の
」。『
日
本
書
紀
』「
掘
│
握
」。

﹇
訳
﹈
榊
に
寄
せ
る
神
祇

か

ぐ
や
ま

あ
ま
の
い
わ
や

香
久
山
の
榊
を
掘
り
取
り
（
天
石
窟
の
前
に
）
植
え
た
と
い
う
、
そ
の
事
跡
を
代
々
に
伝
え
て
い
る
神
楽
だ
な
あ
。

あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

あ
ま
の
か

ぐ
や
ま

ま
さ
か
き

神
代
巻
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
天
児
屋
命
は
天
香
久
山
の
真
坂
木
（
榊
）
を
根
の
付
い
た
ま
ま
掘
り
取
り
、
上
の
枝
に
は
鏡
作
り

あ
ま
の
ぬ
か
と

を
の
こ
り
と

べ

や

た
か
が
み

の
遠
祖
天
抜
戸
の
子
で
あ
る
巳
凝
戸
辺
が
作
っ
た
八
咫
鏡
を
掛
け
る
云
々
。（
天
児
屋
命
は
太
玉
命
に
榊
を
持
た
せ
て
）
広
く
懇

ろ
に
祝
詞
を
祈
り
申
し
上
げ
さ
せ
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
結
句
「
神
遊
び
」
は
神
楽
（
神
を
祭
る
た
め
の
舞
楽
）
を
指
す
。
当
歌
は
天
石
窟
に
籠
っ
た
天
照
大
神
を
誘
い
出
す
た

た
か
ま
が
は
ら

く
だ

め
、
諸
神
が
祈
祷
す
る
場
面
を
踏
ま
え
、
そ
の
事
跡
を
伝
承
す
る
神
楽
を
詠
む
。
香
久
山
は
、
高
天
原
の
山
が
地
上
に
降
っ
た
と
さ

あ
ま

れ
、「
天
の
香
久
山
」
と
称
さ
れ
る
。

（
丹
羽
雄
一
）

柏
７２２
神
わ
さ
や
声
の
う
ち
に
も
榊
葉
の
末
葉
も
と
つ
葉
茂
り
あ
ふ
ま
て

本

神
楽
、
採
物
歌
、
榊
。
さ
か
き
葉
の
香
を
│

末神
か
き
の
み
む
ろ
の
山
の
榊
葉
は
神
の
み
ま
へ
に
茂
り
あ
ひ
に
け
り

― １６７ ―
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﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
二
四
〇
〇
番
。
雪
玉
集
、
四
八
四
四
番
。
梁
塵
愚
案
抄
、
巻
上
、
神
楽
部
、
採
物
歌
、
榊
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
声
の
う
ち
に
も
│
声
の
中
に
も
」（
柏
玉
集
、
雪
玉
集
）「（
寄
榊
神
祇
）
│
寄
榊
述
懐
」（
柏
玉
集
）。『
梁

塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
榊
に
寄
せ
る
神
祇
）

霊
妙
不
可
思
議
だ
な
あ
。（
神
楽
歌
「
榊
」
の
）
本
歌
と
末
歌
を
歌
う
声
が
す
る
う
ち
に
も
、
榊
の
枝
の
若
葉
と
古
葉
が
茂
り
合
う
ほ

ど
ま
で
（
に
な
っ
た
な
あ
）。本

歌

神
楽
、
採
物
歌
、
榊
。
榊
の
葉
の
香
り
が
（
下
略
。
７２０
番
歌
の
﹇
考
察
﹈
に
掲
載
）。

末
歌神
が
降
臨
し
た
神
聖
な
山
の
榊
の
葉
は
（
神
を
讃
え
る
よ
う
に
）
神
の
御
前
で
茂
り
合
っ
た
こ
と
だ
な
あ
。

と
り
も
の

よ
り
し
ろ

さ
か
き
み
て
ぐ
ら

つ
え

さ
さ

ゆ
み

つ
る
ぎ

ほ
こ

ひ
さ
ご

か
ず
ら

﹇
考
察
﹈
採
物
は
、
神
楽
の
時
に
舞
人
が
手
に
持
つ
依
代
（
榊
、
幣
、
杖
、
篠
、
弓
、
剣
、
鉾
、
杓
、
葛
の
九
つ
）
を
い
う
。
採
物
歌
は
、

に
ん
じ
ょ
う

人
長
（
舞
い
人
の
長
）
が
採
物
を
手
に
持
っ
て
奏
す
る
楽
の
歌
で
、
本
歌
と
末
歌
を
唱
和
す
る
。
な
お
「
榊
」
の
本
歌
は
『
拾
遺
和

歌
集
』（
巻
一
〇
、
神
楽
歌
、
五
七
七
番
）
に
、
末
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』（
巻
二
〇
、
神
遊
び
の
歌
、
採
物
の
歌
、
一
〇
七
四
番
）
に

採
録
。
末
歌
の
初
句
「
神
垣
の
」
は
「
御
室
」（
神
が
鎮
座
す
る
場
所
）
に
か
か
る
枕
詞
。
当
歌
は
第
三
句
「
榊
葉
」
に
神
楽
歌
の

「
榊
」、
第
四
句
「
末
葉
」（
枝
先
の
葉
）
に
「
末
歌
」、「
も
と
つ
葉
」（
幹
に
近
い
葉
）
に
「
本
歌
」
を
重
ね
る
。

（
丹
羽
雄
一
）

寄
月
神
祇

同
７２３
住
よ
し
や
月
も
あ
ら
は
れ
出
る
よ
は
あ
は
き
か
原
の
影
も
く
も
ら
て

神
代
巻
、
見
于
夏
祓
註
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
七
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈
月
に
寄
せ
る
神
祇

住
吉
で
月
も
（
海
上
か
ら
）
現
わ
れ
出
る
夜
は
、（
住
吉
三
神
が
潮
か
ら
現
わ
れ
た
）
檍
原
の
月
影
も
曇
ら
な
い
で
（
澄
ん
で
い
る
な

あ
）。神

代
巻
、
夏
祓
の
注
に
見
え
る
。（
１３６
番
歌
、
参
照
）

あ
わ
き
が
は
ら

﹇
考
察
﹈
住
吉
神
社
の
祭
神
は
、
伊
弉
諾
尊
が
檍
原
で
禊
祓
を
し
て
生
ん
だ
表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
の
三
柱
の
神
。
当
歌
は
、

檍
原
で
生
ま
れ
た
住
吉
三
神
の
謂
れ
（
７１７
番
歌
、
参
照
）
を
踏
ま
え
、
住
吉
と
檍
原
の
結
び
付
き
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
類
歌
「
西
の
海
や
あ
は
き
の
浦
の
潮
路
よ
り
現
は
れ
い
で
し
住
吉
の
神
」（
続
古
今
和
歌
集
、
巻
七
、
神
楽
歌
、
七
二
七
番
、
卜

部
兼
直
。
光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
侍
り
け
る
住
吉
社
三
十
首
に
神
祇
を
）。

（
丹
羽
雄
一
）

寄
鏡
神
祇

碧
７２４
今
は
世
に
神
を
か
ゝ
み
そ
岩
戸
出
て
見
し
影
お
も
へ
あ
ま
の
か
く
山

古
語
拾
遺
、
註
于
冬
部
神
楽
歌
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
二
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
鏡
に
寄
せ
る
神
祇

今
は
こ
の
世
で
神
を
鏡
（
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
）
だ
。（
天
照
大
御
神
が
）
岩
戸
を
出
て
見
た
、
天
の
香
久
山
の
（
榊
に
付
け
ら
れ
た
）

鏡
に
映
っ
た
お
姿
を
思
い
起
こ
し
な
さ
い
。

古
語
拾
遺
は
冬
部
の
神
楽
歌
に
注
す
。（
３１５
番
歌
、
参
照
）

す
さ
の
お
の
み
こ
と

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

﹇
考
察
﹈『
古
事
記
』
等
に
見
え
る
天
岩
戸
伝
説
を
踏
ま
え
る
。
素
戔
嗚
尊
の
狼
藉
に
怒
っ
た
天
照
大
御
神
は
天
の
岩
戸
に
隠
れ
て
し
ま

― １６９ ―
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い
、
天
地
は
常
闇
と
な
る
。
困
っ
た
神
々
は
一
計
を
案
じ
、
祝
詞
や
舞
で
騒
ぎ
立
て
た
。
す
る
と
大
御
神
は
天
岩
戸
の
扉
を
少
し
開

あ
め
の
う
ず
め

け
、「
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
」
と
尋
ね
た
。
天
宇
受
売
が
「
あ
な
た
よ
り
貴
い
神
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
喜

あ
め
の
こ
や
の
み
こ
と

ふ
と
た
ま
の
み
こ
と

ん
で
歌
舞
を
し
て
い
る
の
で
す
」
と
言
い
、
天
児
屋
命
と
布
刀
玉
命
が
天
照
御
大
神
に
鏡
を
差
し
出
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
大
御

あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
か
み

神
が
少
し
ず
つ
岩
戸
か
ら
出
て
、
鏡
に
映
っ
た
姿
を
の
ぞ
き
見
さ
れ
る
と
、
隠
れ
て
い
た
天
手
力
男
神
が
そ
の
手
を
取
っ
て
岩
戸
の
外

へ
引
き
出
し
、
世
は
再
び
明
る
く
な
っ
た
。
鏡
は
「
天
の
香
久
山
」
か
ら
採
っ
て
き
た
榊
に
付
け
ら
れ
て
い
た
（
７２１
番
歌
、
参
照
）。

（
八
木
智
生
）

寄
車
神
祇

７２５
し
め
の
う
ち
に
み
つ
は
さ
す
ま
て
老
ぬ
也
く
る
ま
を
か
け
よ
神
の
み
や
人

白
虎
通
曰
、
臣
七
十
懸
レ

車
ヲ

致
レ

仕
者
ハ

、
以
二

執
レテ

事
ヲ

趨
―

走
一ス
ル
ヲ

為
レ

職
。
七
十
ニ
シ
テ

陽
―

道
極
リ

耳
―

目
不
二

聡
―

明
一

跂
―

之
属
ア
リ

。
是
―ヲ

以
退
―

去
、
避
レ

賢
ヲ

者
ハ

所
三

以
長
二ス
ル

廉
恥
一ヲ

也
。
懸
レル
コ
ト
ハ

車
ヲ

示
レ

不
レ

用
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
八
四
五
番
。
白
虎
通
義
、
巻
二
、
致
仕
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
み
つ
は
│
三
輪
」。『
白
虎
通
義
』「
以
執
事
趨
走
│
臣
以
執
事
趨
走
」。

﹇
訳
﹈
車
に
寄
せ
る
神
祇

神
社
の
境
内
で
（
長
年
、
神
に
仕
え
て
）
新
し
く
歯
が
生
え
る
ほ
ど
老
い
て
し
ま
っ
た
。
車
を
懸
け
て
く
れ
、
神
官
た
ち
よ
。

白
虎
通
に
よ
る
と
、
臣
下
が
七
十
歳
に
な
り
馬
車
を
高
い
所
に
置
い
て
引
退
す
る
の
は
、（
臣
下
と
い
う
者
は
）
事
務
を
取
り
仕

切
っ
て
奔
走
す
る
の
が
仕
事
で
あ
る
の
に
、
七
十
歳
に
な
る
と
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
極
点
に
達
し
（
て
、
そ
の
後
は
衰
え
る

ば
か
り
で
）、
耳
や
目
も
悪
く
な
り
、
足
を
引
き
ず
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
宮
廷
を
去
り
賢
人
に
道
を
譲
る

『
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の
は
、
清
廉
潔
白
で
恥
を
知
る
気
持
ち
を
高
め
る
手
段
で
あ
る
。
馬
車
を
高
い
所
に
置
く
の
は
、
も
う
車
を
使
わ
（
ず
出
仕
し
）

な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈「
懸
車
」
は
任
を
退
く
こ
と
。
漢
の
薛
広
徳
が
退
官
し
た
時
、
天
子
か
ら
賜
っ
た
車
を
高
所
に
掛
け
て
つ
る
し
、
記
念
と
し
て
子

み
づ
は

孫
に
残
し
た
と
い
う
『
漢
書
』「
薛
広
徳
伝
」
の
故
事
に
よ
る
（
６４４
番
歌
、
参
照
）。「
し
め
の
う
ち
」
は
神
社
の
境
内
の
意
。「
瑞
歯
」

は
老
齢
に
な
り
抜
け
て
か
ら
も
う
一
度
生
え
た
歯
で
、
長
寿
の
吉
相
。
転
じ
て
、「
瑞
歯
さ
す
」
は
非
常
に
年
を
と
る
、
の
意
。
当
歌

は
、
年
老
い
た
神
官
が
辞
職
を
望
む
歌
。

（
八
木
智
生
）

水
石
歴
幾
年

７２６
池
水
の
世
々
の
岩
ほ
も
さ
ゝ
れ
石
に
か
へ
し
て
や
み
ん
あ
ま
の
羽
こ
ろ
も

楼
炭
経
、
出
于
七
夕
歌
註
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
三
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
水
辺
の
石
、
何
年
も
経
つ

池
の
水
に
代
々
そ
び
え
立
っ
て
い
る
大
き
な
岩
も
、
細
か
い
石
に
戻
し
て
み
よ
う
か
、
天
の
羽
衣
を
ひ
る
が
え
し
て
。

楼
炭
経
は
「
七
夕
」
歌
の
注
に
掲
出
し
た
。（
１５７
番
歌
、
参
照
）

い
は
ほ

さ
ざ

﹇
考
察
﹈「
岩
ほ
（
巌
）」
は
そ
び
え
立
つ
大
き
な
岩
、「
さ
ざ
れ
石
」
は
細
か
い
石
の
こ
と
。「
か
へ
し
て
」
に
巌
が
細
れ
石
に
戻
る
と
い

う
意
の
「
還
し
て
」
と
、
天
の
羽
衣
を
ひ
る
が
え
す
と
い
う
意
の
「
返
し
て
」
を
掛
け
る
。
１５７
番
歌
の
出
典
に
よ
る
と
、
百
年
に
一
度

だ
け
天
人
が
地
上
に
降
り
、
一
辺
が
四
十
里
も
あ
る
大
石
を
天
衣
で
撫
で
、
つ
い
に
石
は
無
く
な
っ
て
も
劫
は
ま
だ
続
い
て
い
る
、
と

い
う
。
ま
た
「
巌
」
と
「
さ
ざ
れ
石
」
を
詠
み
合
わ
せ
た
例
と
し
て
、「
わ
が
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
り
て

― １７１ ―
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苔
の
む
す
ま
で
」（
古
今
和
歌
集
、
賀
、
三
四
三
番
）
が
あ
り
、
当
歌
は
そ
れ
を
逆
転
し
て
、
羽
衣
で
巌
を
さ
ざ
れ
石
に
す
る
と
詠

む
。

（
湯
本
美
紀
）

松
有
歓
声

７２７
花
に
な
く
う
く
ひ
す
も
先
万
代
の
声
に
は
松
を
た
め
し
と
や
き
く

古
今
序
の
詞
、
た
ひ
�
�
し
る
し
侍
り
ぬ
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
六
一
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
松
（
風
の
音
）
に
歓
声
あ
り

花
に
鳴
く
鶯
も
、
ま
ず
は
万
歳
の
声
で
は
松
を
模
範
と
し
て
聞
く
だ
ろ
う
か
。

古
今
和
歌
集
の
序
文
は
、
た
び
た
び
記
し
ま
し
た
。（

番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
万
代
の
声
」
と
は
、
今
の
御
代
が
永
久
に
栄
え
る
こ
と
を
祈
り
讃
え
る
声
。
当
歌
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
一
節
、「
花

に
鳴
く
鶯
、
水
に
住
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
。」（
す
べ
て
の
生
き
物
は
歌
を

詠
む
）
と
、
常
緑
樹
の
松
の
不
変
さ
を
踏
ま
え
て
、
歌
を
詠
む
鶯
も
松
風
の
音
に
万
歳
の
声
を
聞
く
だ
ろ
う
か
と
詠
む
。（

湯
本
美
紀
）

七
夜

７２８
か
そ
ふ
れ
は
け
ふ
こ
そ
七
夜
あ
か
玉
の
明
る
日
毎
に
光
そ
は
な
む

ユ
イ
テ

ア

カ

タ

マ

ノ

ヒ

カ

リ

ハ

ア

リ

神
代
巻
曰
、
既
児
生
之
後
天
―

孫
就
而
問
曰
云
云
。
于
時
豊
玉
姫
命
二

寄
玉
依
姫
一

而
奉
二

報
歌
一

曰
、「
阿
軻
娜
磨
廼
比
訶
利
播
阿
利

ト

ヒ

ト

ハ

イ

ヘ

ト

キ

ミ

カ

ヨ

ソ

ヒ

シ

タ

フ

登
比
鄧
播
伊
珮
耐
企
珥
我
誉
贈
比
志
多
輔
妬
勾
阿
利
計
利
」。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
四
一
番
。
日
本
書
紀
、
巻
二
、
神
代
下
、
一
七
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
七
夜

数
え
れ
ば
今
日
こ
そ
七
夜
、
赤
玉
（
赤
ん
坊
）
は
日
が
改
ま
る
ご
と
に
光
が
加
わ
っ
て
ほ
し
い
。

あ
め
み
ま

ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

と
よ
た
ま
ひ
め

（
日
本
書
紀
の
）
神
代
巻
に
よ
る
と
、
既
に
子
が
生
ま
れ
て
後
、
天
孫
（
父
の
彦
火
火
出
見
尊
）
が
行
っ
て
（
豊
玉
姫
に
歌
を
詠

た
ま
よ
り
ひ
め

ん
だ
）
云
々
。
そ
の
時
、
豊
玉
姫
は
玉
依
姫
に
託
し
て
、
次
の
返
歌
を
奉
っ
た
。「
赤
玉
（
赤
ん
坊
）
の
光
は
す
ば
ら
し
い
と
人

は
言
う
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
（
彦
火
火
出
見
命
）
の
容
姿
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
貴
い
」。

﹇
考
察
﹈
豊
玉
姫
は
海
神
の
娘
で
、
彦
火
火
出
見
尊
と
結
ば
れ
る
が
、
尊
が
姫
の
頼
み
に
背
い
て
出
産
時
に
覗
き
見
し
た
た
め
海
に
帰
り
、

妹
の
玉
依
姫
に
養
育
を
頼
ん
だ
箇
所
。
歌
題
の
「
七
夜
」
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
七
日
目
の
祝
い
の
夜
の
こ
と
。
当
歌
は
生
後
七
日
目

を
祝
い
、
日
が
明
け
る
に
つ
れ
て
赤
ん
坊
が
さ
ら
に
立
派
に
育
つ
こ
と
を
寿
ぐ
。

﹇
参
考
﹈
一
四
世
紀
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
河
海
抄
』
に
は
、
光
源
氏
を
さ
す
「
た
ま
の
お
の
こ
み
こ
」（
桐
壺
の
巻
）

に
つ
い
て
、「
あ
か
た
ま
と
は
子
也
。
子
を
玉
に
た
と
へ
た
る
也
」
と
注
し
て
、
前
掲
の
出
典
本
文
を
挙
げ
る
。
結
句
の
読
み
は

タ

フ

ト

ク

ア

リ

ケ

リ

「
多
輔
妬
勾
阿
利
計
利
」。
な
お
『
古
事
記
』
上
巻
で
は
、「
赤
玉
は
緒
さ
へ
光
れ
ど
白
玉
の
君
が
装
し
貴
く
あ
り
け
り
」
と
い
う
別
の

歌
を
載
せ
る
。

（
湯
本
美
紀
）

対
亀
争
齢

碧
７２９
契
り
な
を
宿
に
尽
せ
ぬ
齢
か
な
た
か
ら
の
か
め
の
す
め
る
池
水

史
記
、
亀
―

策
―

伝
。
凡
八
―

名
亀
。
々
図
各
有
レ

文
在
二

腹
下
一

、
文
ニ

云
―

云
ス
ル

者
、
此
某
之
亀
也
。
略
記
二

其
ノ

大
指
ヲ一

、
不
レ

写
二

其
ノ

図
ヲ一

。
取
二

此
ノ

亀
ヲ一

不
三

必
ス

満
二

尺
二
寸
ニ一

、
民
人
得
テ
モ
二

長
七
八
寸
ヲ一

、
可
レ

宝
ト
ス

矣
。

― １７３ ―
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』
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五
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﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
一
一
四
番
。
史
記
、
巻
一
二
八
、
亀
策
列
伝
、
三
〇
五
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
史
記
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
亀
と
年
齢
を
争
う

（
長
寿
の
）
約
束
は
今
な
お
、
こ
の
家
に
尽
き
な
い
ほ
ど
の
寿
命
だ
な
あ
。（
そ
の
証
と
し
て
）
宝
と
す
る
霊
亀
が
棲
ん
で
い
る
澄
ん
だ

池
の
水
よ
。

史
記
の
亀
策
伝
。（
古
書
に
よ
る
と
）
全
部
で
八
種
類
の
す
ぐ
れ
た
亀
が
い
る
。
亀
の
図
に
は
そ
れ
ぞ
れ
腹
の
下
に
文
字
が
書
か

れ
、
文
字
に
何
々
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
ど
の
種
の
亀
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
ま
か
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
記
し

て
、
亀
の
図
を
写
す
の
は
省
略
す
る
。
こ
の
す
ぐ
れ
た
亀
を
手
に
入
れ
る
場
合
、
必
ず
し
も
一
尺
二
寸
の
大
き
さ
に
達
し
て
い
な

く
て
も
よ
く
、
民
衆
は
長
さ
が
七
、
八
寸
の
も
の
を
得
て
も
珍
重
す
る
に
値
す
る
。

﹇
考
察
﹈
亀
策
列
伝
は
列
伝
七
十
巻
の
う
ち
第
六
十
八
に
属
す
る
が
、
主
に
古
代
中
国
に
お
け
る
占
い
の
方
法
や
内
容
を
記
述
し
た
も
の

で
、
一
般
的
な
列
伝
の
形
式
で
は
な
い
。
た
だ
し
亀
策
列
伝
は
早
く
に
散
逸
し
て
、
現
存
す
る
の
は
後
世
の
作
と
さ
れ
、
引
用
箇
所
は

占
い
に
用
い
る
亀
の
霊
妙
さ
を
述
べ
る
。
当
歌
は
「
す
め
る
」
に
「
棲
め
る
」
と
「
澄
め
る
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
碧
玉
集
』
は
歌
題
の
下
に
「
左
衛
門
督
家
会
始
に
」
と
あ
り
、
当
歌
は
左
衛
門
督
家
の
歌
会
始
で
詠
ま
れ
、
当
家
を
寿
ぐ
。

（
嶋
中
佳
輝
）

７３０
あ
ひ
に
あ
ひ
て
ね
の
名
に
お
へ
る
文
の
亀
の
よ
は
ひ
も
君
か
万
代
の
た
め

事
文
類
聚
。
堯
沈
二

璧
ヲ

於
洛
一

、
玄
―

亀
負
レ

書
ヲ

出
ツ

。
於
背
―

上
赤
―

文
朱
―

字
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
〇
二
番
。
新
編
古
今
事
文
類
聚
後
集
、
巻
三
五
、
洛
出
書
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
よ
は
ひ
も
君
か
│
歯
比
裳
喜
美
賀
」。『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １７４ ―



﹇
訳
﹈
（
亀
と
年
齢
を
争
う
）

ね

（
故
事
に
）
ま
さ
し
く
符
合
し
て
「
子
」（
す
な
わ
ち
玄
）
と
い
う
名
を
持
っ
て
い
る
、（
背
に
）
文
字
が
あ
る
玄
亀
の
年
齢
も
、
主
君

の
万
世
の
た
め
で
あ
る
な
あ
。

事
文
類
聚
。
堯
が
（
七
十
歳
の
時
、
洛
水
の
ほ
と
り
に
壇
を
築
き
、
儀
礼
を
執
り
行
な
い
、）
璧
玉
を
洛
水
に
沈
め
た
と
こ
ろ
、

（
夕
方
に
な
り
、
洛
水
に
光
が
あ
ふ
れ
）
玄
亀
が
洛
書
を
背
負
い
（
洛
水
か
ら
）
出
現
し
た
。
亀
の
背
上
に
は
赤
い
模
様
が
描
か

れ
、
文
字
に
な
っ
て
い
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
干
支
の
「
子
」
が
北
の
方
角
を
示
し
、
北
の
守
護
神
で
あ
る
玄
武
（
亀
の
形
）
を
連
想
さ
せ
、
出
典
の
「
玄
亀
」
と
絡

め
て
帝
の
統
治
を
寿
ぐ
。
出
典
の
一
節
「
赤
文
朱
字
」
は
意
味
が
重
複
し
て
動
詞
を
欠
き
、
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
、「
朱
」
は
草
書

体
が
似
て
い
る
「
成
」
の
誤
写
と
見
な
し
て
解
釈
し
た
。

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
和
歌
が
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
背
に
漢
字
が
書
か
れ
た
亀
の
故
事
に
ち
な
む
と
考
え
ら
れ
る
。
出

典
は
有
名
な
緯
書
『
尚
書
中
候
』
の
一
節
。
緯
書
は
経
書
（
儒
教
の
古
典
）
を
補
い
、
未
来
を
予
言
す
る
書
。

（
嶋
中
佳
輝
）

亀
万
年
友

碧
７３１
を
の
か
住
水
の
み
と
り
の
か
め
も
し
れ
君
に
か
そ
ふ
る
よ
ろ
つ
よ
の
春

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
一
一
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
亀
は
万
年
の
友

私
が
住
ん
で
い
る
家
の
、
澄
ん
だ
緑
色
の
池
に
生
息
し
て
い
る
緑
毛
亀
も
知
り
な
さ
い
。
主
君
に
数
え
あ
げ
る
、
い
つ
ま
で
も
続
く
春

を
。

― １７５ ―
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す
む

﹇
考
察
﹈
出
典
は
７３２
番
歌
と
同
じ
。「
住
」
に
「
澄
む
」
を
掛
け
、「
水
の
緑
の
亀
」
に
「
水
の
緑
」
と
「
緑
の
亀
」
を
重
ね
る
。
当
歌
は
、

長
寿
の
象
徴
で
あ
る
緑
毛
亀
を
友
と
す
る
主
君
を
寿
ぐ
。

（
溝
口
利
奈
）

寄
亀
祝

同
７３２
池
水
の
か
れ
ぬ
た
め
し
も
住
か
め
の
を
の
か
み
と
り
の
万
代
の
影

類
書
纂
要
曰
、
緑
毛
亀
ハ

―

州
ニ

出
、
背
ニ

有
二

緑
毛
一

、
浮
二

水
中
一

則
毛
浮
―

起
、
能
ク

避
二

風
―

塵
一

、
置
レ

壁
数
―

年
不
レ

死
云
云
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
九
三
番
。
古
今
類
書
纂
要
、
巻
八
、
鱗
介
部
、
亀
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
古
今
類
書
纂
要
』「
緑
毛
亀
│
縁
毛
亀
」「
避
│
辟
」。

﹇
訳
﹈
亀
に
寄
せ
る
祝
い

池
の
水
が
枯
れ
な
い
例
も
、
そ
の
緑
色
の
池
に
生
息
し
て
い
る
亀
自
身
に
緑
の
毛
が
付
き
、
い
つ
ま
で
も
生
き
長
ら
え
て
い
る
姿
（
と

同
じ
で
瑞
祥
）
だ
な
あ
。

類
書
纂
要
に
よ
る
と
、
緑
毛
亀
は

州
に
現
れ
、
背
中
に
緑
色
の
毛
を
も
ち
、
水
中
に
浮
く
と
そ
の
毛
も
浮
き
上
が
り
、
風
塵
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
、
壁
に
置
く
と
数
年
は
死
な
な
い
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
緑
毛
亀
」
と
は
「
蓑
亀
」
と
も
言
い
、
甲
羅
に
藻
が
付
着
し
た
老
い
た
亀
で
、
長
寿
や
嘉
瑞
の
印
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
当
歌

の
「
緑
」
は
池
水
と
亀
を
修
飾
す
る
。『
碧
玉
集
』
は
歌
題
の
下
に
「
左
衛
門
督
家
会
当
座
に
」
と
あ
り
、
当
歌
は
池
の
水
が
枯
れ
な

い
例
や
、
そ
の
池
に
住
む
緑
毛
亀
の
例
を
引
い
て
、
左
衛
門
督
家
を
寿
ぐ
。
当
家
の
歌
会
に
つ
い
て
は
７２９
番
歌
、
参
照
。（

溝
口
利
奈
）

慶
賀

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １７６ ―



７３３
春
秋
に
と
み
の
を
川
の
絶
す
し
て
わ
か
君
か
代
の
す
ま
ん
ひ
さ
し
さ

史
記
、
秦
本
紀
。
今
階
下
富
於
春
秋
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
五
二
番
。
史
記
、
秦
始
皇
本
紀
、
第
六
、
三
七
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
す
ま
ん
ひ
さ
し
さ
│
す
ま
ん
ひ
さ
し
き
」。『
史
記
』「
階
下
│
陛
下
」。

﹇
訳
﹈
慶
賀

と
み
の
お
が
わ

富
緒
川
が
絶
え
ず
に
久
し
く
澄
ん
で
い
る
よ
う
に
、
春
秋
に
富
む
少
壮
の
我
が
主
君
も
末
久
し
く
住
み
続
け
る
こ
と
だ
な
あ
。

史
記
の
秦
始
皇
本
紀
。
今
、
陛
下
は
ま
だ
年
少
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈「
春
秋
に
富
む
」
は
若
く
少
壮
で
あ
る
意
。
６６３
番
歌
に
も
用
例
が
見
ら
れ
る
が
出
典
箇
所
は
異
な
り
、
こ
こ
で
い
う
「
陛
下
」
は

秦
の
二
世
皇
帝
（
胡
亥
）
を
指
し
、
始
皇
帝
の
側
近
で
あ
っ
た
趙
高
が
、
即
位
し
た
ば
か
り
の
二
世
皇
帝
を
説
く
一
節
。「
春
秋
に
と

み
の
を
川
」
に
「
春
秋
に
富
み
」
と
「
富
緒
川
」（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
に
あ
る
歌
枕
。
法
隆
寺
の
東
を
流
れ
る
川
）
を
重
ね
、「
す

ま
ん
」
に
「
澄
ま
ん
」
と
「
住
ま
ん
」
を
掛
け
る
。
当
歌
は
、
若
い
主
君
の
世
が
長
く
続
く
こ
と
を
祝
う
。

い
か
る
が

み

な

﹇
参
考
﹈
聖
徳
太
子
に
対
し
て
、
飢
え
人
が
返
し
た
歌
「
斑
鳩
や
と
み
の
小
川
の
絶
え
ば
こ
そ
我
が
大
君
の
御
名
を
忘
れ
め
」（
拾
遺
和
歌

集
、
哀
傷
、
一
三
五
一
番
）
に
よ
り
、
富
緒
川
は
「
絶
え
ず
」「
万
代
」
な
ど
の
語
と
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
溝
口
利
奈
）

祝

７３４
時
を
か
へ
ぬ
恵
に
今
や
う
る
ふ
ら
ん
十
日
の
雨
の
遠
つ
国
ま
て

王
充
、
論
衡
曰
、
太
平
ノ

之
世
、
五
―

日
一
風
、
十
―

日
一
雨
、
風
不
レ

鳴
レ

枝
ヲ

、
雨
不
レ

破
レ

塊
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
五
三
番
。
論
衡
、
是
応
第
五
二
、
一
一
二
一
頁
。
円
機
活
法
、
雨
。

― １７７ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
祝
│
祝
五
首
」「
今
や
│
い
ざ
や
」。『
円
機
活
法
』「
風
不
鳴
枝
│
風
不
鳴
條
」。

﹇
訳
﹈
祝

季
節
に
応
じ
た
恵
に
、
今
や
潤
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
十
日
（
に
一
度
）
の
雨
が
遠
い
国
ま
で
（
降
っ
て
い
る
な
あ
）。

王
充
の
論
衡
に
よ
る
と
、
泰
平
の
世
に
は
五
日
に
一
度
、
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
、
雨
が
降
り
、
風
は
枝
を
鳴
ら
す
ほ
ど
に
は

吹
か
ず
、
雨
は
土
塊
を
砕
く
ほ
ど
に
は
降
ら
な
い
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
泰
平
の
世
の
現
象
に
つ
い
て
儒
者
の
論
を
取
り
上
げ
た
箇
所
。
初
句
の
「
時
を
換
へ
ぬ
」
と
は
、
た
と
え
ば
春
な
の

に
暑
す
ぎ
る
の
は
陰
陽
が
調
和
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
が
（
６２６
番
歌
、
参
照
）、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
く
春
は
春
ら
し
く
、「
時
」

が
ほ
か
の
「
時
」
と
「
換
へ
」
る
こ
と
が
な
い
、
と
解
釈
す
る
。
４９０
番
歌
「
時
な
ら
ぬ
雨
風
」（
季
節
外
れ
の
雨
風
）、
参
照
。

﹇
参
考
﹈「
か
く
帝
の
御
心
の
め
で
た
け
れ
ば
、
吹
く
風
も
枝
を
鳴
ら
さ
ず
な
ど
あ
れ
ば
に
や
、
春
の
花
も
匂
ひ
の
ど
け
く
、
秋
の
紅
葉
も

枝
に
と
ど
ま
り
、
い
と
心
の
ど
か
な
る
御
有
様
な
り
。」（
栄
花
物
語
、
月
の
宴
、
二
一
頁
）。

（
丹
羽
雄
一
）

碧
７３５
万
代
の
君
か
た
か
ら
は
か
し
こ
き
に
し
く
玉
も
な
き
光
な
る
ら
ん

（
マ
マ
）

十
八
史
略
曰
、
威
王
与
二

魏
恵
王
一

会
ス二

田
于
郊
一

。
恵
王
曰
、「
斎
有
ル
カ
レ

宝
乎
」。
王
ノ

曰
、「
無
レ

有
」。
恵
―

王
ノ

曰
、「
寡
―

人
カ

国
雖
レ

小
、
猶
ヲ

有
下

径
リ

寸
ノ

之
珠
、
照
二

車
ノ

前
後
各
十
二
乗
ヲ一

者
十
―

枚
上

。
奈
―

何
以
二

万
乗
ノ

国
ヲ一

而
無
レ

宝
焉
」。
威
―

王
ノ

曰
、「
寡
人
カ

之
宝
ハ

与
レ

王
異
ナ
リ

。
吾
カ―

臣
有
二

檀
―

子
ト
云

者
一

。
使
レ

守
二

南
城
一

、
不
三

敢
テ

為
二

冦
ヲ

泗
上
ニ一

。
十
―

二
諸
―

侯
皆
来
―

朝
ス

。
有
二

―

子
ト
云

者
一

。
使
レ

守
二

高
―

唐
一

、
趙
人
不
三

敢
東
ノ
方

漁
二

於
河
一

。
有
二

黔
―

夫
ト
云

者
一

。
使
レ

守
二

徐
州
一

、
則
燕
人
祭
二

北
―

門
一

、
趙
人
祭
二

西
門
一

。
有
二

種

首
ト
云

者
一

。
使
レ

備
二

盗
―

賊
ニ一

、
道
ニ

不
レ

拾
レ

遺
タ
ル
ヲ

。
此
ノ

四
―

臣
、
将
スニ

レ

照
ン
ト
二

千
里
ヲ一

。
豈
ニ―

特
十
二
乗
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ

哉
」。
恵
―

王
有
二

慚
ル―

色
一

。
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １７８ ―



﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
〇
五
一
番
。
十
八
史
略
、
巻
一
、
春
秋
戦
国
、
九
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
十
八
史
略
』「
奈
何
以
万
乗
国
而
無
宝
焉
│
ナ
シ
」「
不
敢
為
冦
泗
上
│
楚
不
敢
為
冦
泗
上
」「
此
四

臣
│
此
四
臣
者
」。

﹇
訳
﹈
（
祝
）

い
つ
ま
で
も
御
代
が
続
く
君
主
の
宝
は
賢
臣
で
、
彼
ら
に
匹
敵
す
る
玉
も
な
い
ほ
ど
の
光
で
（
彼
ら
は
光
り
輝
い
て
い
る
で
）
あ
ろ

う
。

十
八
史
略
に
よ
る
と
、（
斉
の
）
威
王
が
、（
魏
の
）
恵
王
と
城
外
の
地
で
会
合
し
て
狩
り
を
し
た
。
恵
王
が
（
威
王
に
）、「
斉
国

に
は
何
か
宝
が
あ
る
か
」
と
言
っ
た
。
威
王
は
、「
何
も
な
い
」
と
答
え
た
。（
す
る
と
）
恵
王
は
、「
私
の
国
は
小
さ
な
国
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
直
径
一
寸
の
珠
で
、
馬
車
の
前
後
そ
れ
ぞ
れ
十
二
台
分
（
の
距
離
）
を
照
ら
す
も
の
が
十
個
あ
る
。
ど
う
し

て
大
国
（
斉
）
に
宝
が
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
。（
そ
こ
で
）
威
王
は
、「
私
の
宝
は
、
あ
な
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
私
の
家

臣
に
檀
子
と
い
う
者
が
い
る
。（
檀
子
に
）
南
城
を
守
ら
せ
た
と
こ
ろ
、（
斉
の
南
隣
の
楚
は
恐
れ
て
）
強
い
て
（
斉
の
南
方
を
流

れ
る
）
泗
水
の
ほ
と
り
に
攻
め
入
ろ
う
と
は
、
し
な
く
な
っ
た
。（
楚
の
）
十
二
の
諸
侯
が
皆
（
斉
に
）
来
朝
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。（
ま
た
）

子
と
い
う
者
が
い
る
。（

子
に
）
高
唐
を
守
ら
せ
た
と
こ
ろ
、（
斉
の
西
隣
の
）
趙
の
人
々
は
、
強
い
て
東
の

（
国
境
に
あ
る
）
黄
河
で
魚
を
獲
ろ
う
と
は
、
し
な
く
な
っ
た
。（
ま
た
）
黔
夫
と
い
う
者
が
い
る
。（
黔
夫
に
）
徐
州
を
守
ら
せ

た
と
こ
ろ
、（
斉
の
北
隣
の
）
燕
の
人
々
は
（
斉
の
）
北
門
で
祈
願
し
、（
斉
の
西
隣
の
）
趙
の
人
々
は
（
斉
の
）
西
門
で
祈
願
し

（
て
、
自
国
に
攻
め
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
願
っ
）
た
。（
ま
た
）
種
首
と
い
う
者
が
い
る
。（
種
首
を
）
盗
賊
の
取
り
締
ま
り
に
あ

た
ら
せ
た
と
こ
ろ
、（
人
々
は
）
道
に
落
ち
て
い
る
も
の
を
拾
わ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
四
人
の
家
臣
は
千
里
ま
で
も
照
ら
す
で
あ
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ろ
う
。
ど
う
し
て
た
だ
、
馬
車
十
二
台
分
（
の
距
離
）
を
照
ら
す
だ
け
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
。
恵
王
は
赤
面
し
た
。

﹇
考
察
﹈「
万
乗
の
国
」
は
戦
時
に
一
万
台
の
兵
車
を
出
せ
た
国
を
指
し
、
大
国
を
意
味
す
る
。
集
付
は
『
碧
玉
集
』
で
あ
る
が
、
当
歌
は

『
雪
玉
集
』
に
所
収
。

﹇
参
考
﹈
注
釈
本
文
の
「
照
車
前
後
各
十
二
乗
者
十
枚
。」
ま
で
の
部
分
は
、
１１２
番
に
も
見
え
る
。
な
お
、『
史
記
』
巻
四
六
、
田
敬
仲
完

世
家
第
一
六
に
も
、
同
じ
話
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、「
道
ニ

不
レ

拾
レ

遺
タ
ル
ヲ

」
は
７３９
番
歌
の
出
典
に
も
見
ら
れ
る
。

（
丹
羽
雄
一
）

祝
言

７３６
君
を
い
の
る
心
を
と
は
ゝ
三
笠
山
空
に
こ
た
ふ
る
よ
ろ
つ
代
の
声

漢
書
、
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
四
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
心
を
と
は
ゝ
│
心
を
さ
ぞ
な
」。

﹇
訳
﹈
祝
言

帝
（
の
繁
栄
）
を
祈
る
心
を
（
神
仏
に
）
問
う
て
み
れ
ば
、
三
笠
山
の
空
に
答
え
る
万
代
の
（
繁
栄
を
祝
う
）
声
（
が
聞
こ
え
る
の
）

だ
な
あ
。

漢
書
は
、
春
部
に
見
え
る
。（

番
歌
、
参
照
。）

よ
ろ
づ
よ

﹇
考
察
﹈
三
笠
山
は
歌
枕
で
、
奈
良
市
東
部
に
あ
る
山
。「
万
代
の
声
」
は
７２７
番
歌
、
参
照
。
武
帝
が
嵩
高
山
に
登
っ
た
時
、
山
神
が
万
歳

を
三
唱
す
る
の
を
吏
卒
た
ち
が
皆
聞
い
た
、
と
い
う
『
漢
書
』
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
て
、
当
歌
は
天
皇
の
万
代
の
繁
栄
を
予
祝
す
る
。

（
八
木
智
生
）

７３７
糸
竹
に
う
つ
し
て
聞
も
を
の
つ
か
ら
枝
を
な
ら
さ
ぬ
風
の
声
�
�
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論
衡
、
見
右
。

コ
ヽ
ニ

紀
納
言
、
風
―

中
ノ

琴
ノ

賦
ニ

曰
、
有
レ

琴
二

於
是
一

、
成
二

韻
ヲ

乎
風
一ニ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
八
五
三
番
。
本
朝
文
粋
、
第
一
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
本
朝
文
粋
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
祝
言
）

（
太
平
の
世
に
は
）
風
は
枝
を
鳴
ら
す
ほ
ど
に
は
吹
か
な
い
が
、
風
の
音
を
楽
器
の
演
奏
に
移
し
て
聞
い
て
も
、
自
然
と
枝
を
鳴
ら
さ

な
い
（
ほ
ど
穏
や
か
な
音
だ
）
な
あ
。

論
衡
は
前
を
見
よ
。（
７３４
番
歌
、
参
照
）

紀
長
谷
雄
の
風
中
琴
賦
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
琴
が
あ
り
、
風
が
音
楽
に
聞
こ
え
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
論
衡
』
は
太
平
の
世
の
印
と
し
て
、「
風
不
鳴
枝
」
を
挙
げ
る
。
紀
長
谷
雄
の
漢
詩
「
風
中
琴
賦
」
は
、
風
の
音
に
琴
の
音
色

が
自
然
に
聞
こ
え
、
琴
の
調
べ
と
風
の
音
が
入
り
混
じ
る
趣
を
う
た
う
。「
糸
竹
」
は
絃
楽
器
と
管
楽
器
の
総
称
。
当
歌
は
楽
器
の
音

と
風
の
音
が
混
然
一
体
と
な
り
、
枝
を
鳴
ら
さ
な
い
風
の
音
を
楽
器
の
音
色
に
譬
え
、
太
平
の
世
を
賛
美
す
る
。「
竹
」
と
「
枝
」
は

縁
語
。

﹇
参
考
﹈「
琴
の
音
に
峰
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
調
べ
そ
め
け
ん
」（
和
漢
朗
詠
集
、
巻
下
、
管
絃
、
四
六
九
番
、
斎
宮
女

御
）。

（
八
木
智
生
）

７３８
し
ら
波
の
よ
る
の
と
さ
し
も
わ
す
れ
貝
ひ
ろ
ふ
人
な
き
道
の
た
ゝ
し
さ

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
六
五
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
祝
言
）
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白
波
が
寄
る
で
は
な
い
が
、
白
波
（
盗
人
）
が
忍
び
寄
る
夜
の
門
戸
の
戸
締
り
も
忘
れ
、
忘
れ
貝
を
拾
う
人
も
い
な
い
道
の
正
し
さ

よ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
７３９
番
歌
と
同
じ
。「
白
波
」
は
黄
巾
賊
の
郭
泰
ら
が
白
波
谷
で
蜂
起
し
、
そ
れ
を
白
波
賊
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
盗
人
の
異

称
。「
よ
る
」
に
「
寄
る
」
と
「
夜
」
を
掛
け
、「
忘
れ
貝
」
に
動
詞
「
忘
れ
」
を
重
ね
る
。「
忘
れ
貝
」
は
離
れ
て
し
ま
っ
た
二
枚
貝

の
一
片
を
指
し
、
こ
れ
を
拾
え
ば
恋
し
く
つ
ら
い
思
い
を
忘
れ
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
当
歌
は
、
盗
賊
に
襲
わ
れ
る
心
配
も
な
く
、
つ
ら

さ
を
忘
れ
る
忘
れ
貝
を
拾
う
人
も
い
な
い
正
道
の
世
を
祝
う
。

（
湯
本
美
紀
）

寄
道
祝
言

７３９
か
し
こ
し
な
道
の
ゆ
く
て
の
わ
す
れ
貝
そ
を
た
に
ひ
ろ
ふ
人
も
な
き
世
は

後
漢
書
。
白
波
賊
、
見
于
冬
部
。

淮
南
子
、
巻
六
、
覧
冥
訓
曰
、
昔
者
黄
―

帝
治
二

天
下
一

、
而
力
―

牧
、
太
―

山
―

稽
輔
レ

之
云
云
。
百
―

官
正
シ
テ

而
無
レ

私
、
上
―

下
調
而
無
レ

尤
レ（マ
マ
）法
令
明
ニ
シ
テ

而
不
レ

闇
、
輔
―

佐
公
ニ
シ
テ

而
不
レ

阿
。
田
ツ
ク
ル

者
不
レ

侵
レ

畔
ヲ

、
漁
ト
ル

者
不
レ

争
レ

隈
ヲ

、
道
ニ

不
レ

捨
レ

遺
タ
ル
ヲ

云
云
。

コ
ト
ニ
ス

史
記
、
孔
子
世
―

家
ニ

曰
、
男
―

女
行
ク―

者
別
二

於
塗
ヲ一

ニ々

不
レ

拾
レ

遺
タ
ル
ヲ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
六
一
番
。
淮
南
子
、
巻
六
、
覧
冥
訓
、
三
〇
六
頁
。
史
記
、
孔
子
世
家
、
定
公
一
四
年
、
八
二
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
人
も
な
き
世
は
│
人
も
な
き
世
に
」。『
淮
南
子
』「
道
不
捨
遺
│
道
不
拾
遺
」。『
史
記
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
道
に
寄
せ
る
祝
言

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
な
あ
。
道
の
行
く
手
に
わ
す
れ
貝
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
さ
え
拾
う
人
も
い
な
い
世
の
中
は
。

後
漢
書
の
白
波
賊
は
冬
部
に
見
え
る
。（
３２６
番
歌
、
参
照
）

『
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淮
南
子
の
巻
六
、
覧
冥
訓
に
よ
る
と
、
む
か
し
黄
帝
が
天
下
を
治
め
た
時
、
力
牧
と
太
山
稽
は
補
佐
の
役
に
あ
っ
た
云
々
。
諸
々

と
が

の
役
人
は
公
正
で
私
心
が
な
く
、
身
分
の
高
い
者
も
低
い
者
も
心
を
合
わ
せ
て
尤
（
過
ち
）
を
犯
さ
ず
、
法
令
は
明
ら
か
に
施
行

あ
ぜ

さ
れ
曖
昧
さ
は
な
く
、
補
佐
の
者
は
公
平
で
（
君
主
に
）
へ
つ
ら
う
こ
と
は
な
い
。
農
民
は
田
畑
の
畔
（
境
界
）
を
侵
さ
ず
、
漁

師
は
川
の
曲
が
り
角
（
よ
い
漁
場
）
を
争
わ
ず
、
道
端
で
落
ち
て
い
る
物
を
拾
う
（
よ
こ
し
ま
な
）
者
は
い
な
い
云
々
。

史
記
の
孔
子
世
家
に
よ
る
と
、（
世
が
落
ち
つ
く
と
）
往
来
す
る
男
女
は
別
々
の
道
を
歩
く
よ
う
に
な
り
、
道
に
落
ち
て
い
る
物

を
拾
わ
な
く
な
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
心
の
憂
さ
を
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
忘
れ
貝
す
ら
拾
う
人
が
い
な
い
ほ
ど
、
公
正
で
秩
序
の
あ
る
世
の
中
を
祝
福
す
る
。

道
に
落
ち
て
い
る
物
を
拾
わ
な
い
は
、
７３５
番
歌
の
出
典
に
も
見
ら
れ
る
。

（
湯
本
美
紀
）

祝
言

７４０
は
る
か
な
る
天
の
う
き
は
し
絶
せ
し
の
世
の
こ
と
わ
さ
や
言
の
は
の
み
ち

神
代
巻
。
註
于
寄
橋
恋
歌
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
六
五
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
祝
言

い
ざ
な
き
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

遥
か
遠
い
昔
、（
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
が
言
葉
を
交
わ
し
た
）
天
の
浮
橋
は
、（
そ
の
昔
か
ら
）
絶
え
る
こ
と
の
な
い
（
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
）
世
の
営
み
で
あ
る
な
あ
。
和
歌
の
道
（
も
同
じ
で
永
続
す
る
こ
と
だ
な
あ
）。

神
代
巻
。「
寄
橋
恋
」
歌
に
注
す
。（
４４４
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
に
よ
る
国
産
み
神
話
を
踏
ま
え
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
営
み
が
神
代
か
ら
当
代
、
そ
し
て
未
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来
へ
と
続
い
て
い
く
よ
う
に
、
世
の
繁
栄
と
和
歌
の
隆
盛
を
寿
ぐ
。

（
橋
谷
真
広
）

社
頭
祝

７４１
民
の
草
お
き
ふ
し
あ
ふ
け
天
の
下
う
る
ふ
水
穂
の
国
つ
や
し
ろ
を

ミ
ツ
ホ

ク
ニ

神
代
巻
。「
有
二

豊
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
之
地
一

。
宜
汝
往
循
之
」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
七
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
、
神
代
上
、
二
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
社
殿
の
祝

み
ず
み
ず

人
々
よ
、
寝
て
も
覚
め
て
も
仰
ぎ
見
よ
。
こ
の
天
の
下
を
潤
し
、（
瑞
々
し
い
稲
穂
が
収
穫
で
き
る
）
日
本
国
を
守
護
す
る
神
を
祭
る

社
を
。

あ
ま
つ
か
み

い
ざ
な
き
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

と
よ
あ
し
は
ら
の
ち

い

ほ
あ
き
の
み
づ
ほ

神
代
巻
。（
天
神
が
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
）「
豊
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
国
が
あ
る
。
あ
な
た
方
が

行
っ
て
治
め
な
さ
い
」
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
豊
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
之
地
」
は
「
豊
か
な
葦
の
茂
る
原
で
多
く
の
稲
穂
が
い
つ
ま
で
も
収
穫
で
き
る
国
」
の
意
で
、
日
本
国

み
ず
ほ

の
美
称
。「
民
の
草
」
は
民
が
増
え
る
の
を
草
に
例
え
た
も
の
で
、
人
々
の
意
。「
水
穂
の
国
つ
や
し
ろ
」
に
「
瑞
穂
の
国
」（
稲
穂
が

や
し
ろ

あ
ま

か
み

よ
く
実
る
国
の
意
で
、
日
本
国
の
美
称
）
と
「
国
つ
社
」（「
国
つ
神
」
を
祭
る
神
社
）
を
重
ね
る
。「
国
つ
神
」
は
天
孫
（
天
つ
神
の

あ
ま
く
だ

子
孫
。
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
な
ど
）
に
対
し
て
、
天
孫
が
天
降
る
以
前
か
ら
日
本
の
国
土
に
住
ん
で
治
め
て
い
た
土
着
の
神
々
を
意

味
す
る
。
当
歌
は
日
本
の
国
の
豊
か
さ
と
、
そ
れ
を
守
護
す
る
神
々
を
祀
る
社
を
祝
う
。

（
橋
谷
真
広
）

社
頭
祝
言

碧
住
吉
法
楽

７４２
ま
も
る
に
は
神
と
君
と
の
中
筒
男
へ
た
て
ぬ
道
に
た
つ
波
も
な
し

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）

― １８４ ―



﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
三
〇
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
社
頭
祝
言
│
住
吉
社
法
楽
資
直
勧
進
に
、
お
な
じ
心
を
」。

﹇
訳
﹈
社
前
の
祝
言

（
国
を
）
守
る
に
は
中
筒
男
命
の
神
と
帝
と
の
仲
を
隔
て
な
い
こ
と
で
あ
り
、（
そ
う
す
れ
ば
航
海
の
）
道
に
は
立
つ
波
も
無
い
。

﹇
考
察
﹈
住
吉
大
神
（
表
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
底
筒
男
命
）
の
三
神
は
航
海
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
朝
廷
の
尊
崇
を
受
け
た
（
７２３
番
歌
、

参
照
）。
当
歌
は
「
中
筒
男
」
の
「
中
」
に
「
仲
」
を
掛
け
、「
道
」
に
道
中
と
方
法
と
い
う
意
味
を
重
ね
、
住
吉
大
神
と
天
皇
の
良
好

な
関
係
に
よ
り
、
航
海
の
安
全
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
寿
ぐ
。
結
句
の
「
立
つ
波
も
無
し
」
と
は
海
が
穏
や
か
で
、
水
難
が
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。

﹇
参
考
﹈
異
本
の
「
お
な
じ
心
」
は
、『
碧
玉
集
』
一
三
〇
五
番
の
詞
書
「
社
頭
祝
言

左
衛
門
督
家
当
座
」
の
歌
題
を
指
す
。「
左
衛
門

督
家
」
は
７２９
・
７３２
番
歌
に
も
あ
り
。

（
橋
谷
真
広
）

７４３
跡
た
れ
し
誓
の
ま
ゝ
の
底
筒
男
世
を
守
る
道
の
浅
か
ら
め
や
も

神
代
巻
。
註
于
神
祇
歌
中
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
三
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「（
社
頭
祝
言
）
│
社
頭
祝
」「
ま
ゝ
の
│
う
み
の
」。

﹇
訳
﹈
（
社
前
の
祝
言
）

神
の
姿
と
な
り
衆
生
を
救
お
う
と
し
た
仏
の
誓
い
の
通
り
、
底
筒
男
命
が
こ
の
世
を
守
る
道
は
浅
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
な
あ
。

神
代
巻
。
神
祇
歌
の
中
に
注
す
。（
７１７
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
跡
た
れ
し
」
は
、
仏
や
菩
薩
な
ど
が
人
々
を
救
う
た
め
、
神
の
姿
で
現
世
に
現
れ
る
こ
と
。
伊
弉
諾
尊
が
黄
泉
国
で
の
穢
れ
を

― １８５ ―
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濯
ぐ
た
め
に
禊
を
し
た
際
、
海
の
底
で
の
濯
ぎ
で
生
ま
れ
た
の
が
底
筒
男
命
、
潮
の
中
に
潜
っ
て
の
禊
で
生
ま
れ
た
の
が
中
筒
男
命

（
７４２
番
歌
）、
潮
の
上
で
の
禊
で
生
ま
れ
た
の
が
表
筒
男
命
。
異
文
の
「
誓
い
の
海
」
は
、
仏
が
衆
生
を
救
い
導
く
誓
い
の
広
く
深
い
さ

ま
を
海
に
譬
え
た
語
で
、「
誓
い
の
海
の
底
筒
男
」
に
「
誓
い
の
海
」「
海
の
底
」「
底
筒
男
」
を
重
ね
る
。

（
橋
谷
真
広
）

寄
亀
祝

柏
７４４
よ
ろ
つ
世
も
か
は
ら
ぬ
み
ち
に
尋
ね
み
ん
亀
の
う
へ
な
る
大
和
こ
と
の
葉

列
子
。
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
九
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
寄
亀
祝
│
亀
万
年
友
」「
よ
ろ
つ
世
も
│
万
代
を
」。

﹇
訳
﹈
亀
に
寄
せ
る
祝
い

亀
の
上
に
あ
る
五
山
の
よ
う
に
、
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
道
を
和
歌
に
探
し
て
み
よ
う
。

列
子
。
春
部
に
見
え
る
。（

番
歌
、
参
照
）

や
ま
と

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
亀
の
上
な
る
大
和
言
の
葉
」
に
「
亀
の
上
な
る
山
」
と
「
大
和
言
の
葉
」（
和
歌
）
を
重
ね
る
。「
亀
の
上
な
る
山
」

は
『
列
子
』
湯
問
篇
で
語
ら
れ
る
、
亀
の
頭
上
に
あ
る
五
つ
の
山
で
、
そ
こ
に
は
不
老
不
死
の
仙
人
が
住
む
。
そ
の
よ
う
に
歌
道
も

「
よ
ろ
づ
世
も
変
は
ら
ぬ
道
」
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
。

（
嶋
中
佳
輝
）

寄
国
祝

７４５
君
と
臣
の
道
あ
る
国
そ
す
む
を
空
に
こ
る
を
つ
ち
と
わ
か
ち
置
よ
り

神
代
巻
。
註
于
雑
部
巻
頭
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
五
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）
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﹇
訳
﹈
国
に
寄
せ
る
祝
い

（
こ
の
日
本
国
は
）
君
臣
の
道
が
あ
る
国
だ
な
あ
。
澄
ん
で
い
る
気
を
空
に
、
濁
っ
て
い
る
気
を
土
に
分
け
て
お
い
た
（
天
地
開
闢
の
）

時
か
ら
。

神
代
巻
。
雑
部
の
巻
頭
に
注
す
。（
４８８
番
歌
、
参
照
）

き
み

お
み

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
日
本
国
始
ま
っ
て
以
来
、「
君
」（
天
皇
）
と
「
臣
」（
臣
下
）
が
区
分
さ
れ
、
そ
の
交
代
が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、

『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
天
地
開
闢
に
お
い
て
天
と
地
が
分
か
れ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
寿
ぐ
。
た
だ
し
『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
は

「
于
文
明
十
三
」
と
記
さ
れ
、
当
歌
が
詠
ま
れ
た
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
は
応
仁
の
乱
以
後
、
下
剋
上
の
風
潮
が
蔓
延
る
中
で
あ

り
、
君
臣
関
係
の
永
続
を
祈
っ
た
歌
と
解
さ
れ
る
。

（
嶋
中
佳
輝
）

寄
書
祝

７４６
か
し
こ
し
な
む
す
ひ
し
縄
も
世
に
な
か
く
く
ち
せ
ぬ
筆
の
跡
に
か
へ
け
る

史
記
。
見
于
書
歌
註
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
四
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
書
に
寄
せ
る
祝
い

立
派
な
こ
と
だ
な
あ
。
結
ん
で
（
記
録
し
て
）
い
た
縄
も
、
こ
の
世
で
末
永
く
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
筆
跡
に
代
え
た
の
だ
な
あ
。

史
記
。「
書
」
の
歌
の
注
に
見
え
る
。（
６４２
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
史
記
』
三
皇
本
紀
に
お
け
る
、
庖
犠
氏
が
結
縄
の
政
を
文
書
契
約
に
改
め
た
記
述
を
踏
ま
え
、
縄
と
異
な
り
朽
ち
る
こ
と
の
な

い
書
跡
の
永
続
性
を
称
賛
す
る
。

（
溝
口
利
奈
）
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７４７
限
り
な
き
神
代
の
道
も
鳥
の
跡
も
れ
ぬ
た
め
し
や
空
に
あ
ふ
か
む

淮
南
子
。
出
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
九
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
（
書
に
寄
せ
る
祝
い
）

果
て
し
な
い
神
代
の
道
も
、
文
字
で
書
き
漏
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
例
で
あ
る
な
あ
。
天
を
仰
ぎ
み
よ
う
。

淮
南
子
。
春
の
部
に
出
る
。（

番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
鳥
の
跡
」
は
、
蒼
頡
が
鳥
の
足
跡
を
見
て
初
め
て
文
字
を
作
っ
た
、
と
い
う
故
事
に
よ
り
文
字
を
意
味
す
る
。

初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
は
、
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
く
無
限
で
あ
る
神
代
で
さ
え
、
神
話
と
し
て
す
べ
て
記
録
さ
れ
る
と
解
釈
し
た

が
、
結
句
と
の
繋
が
り
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
第
四
句
の
「
や
」
を
詠
嘆
の
間
投
助
詞
と
み
て
、
何
も
か
も
お
見
通
し
の
天
を
仰
ぎ
み

る
と
訳
し
た
。
一
方
、「
や
」
を
疑
問
の
係
助
詞
と
し
て
、
天
上
の
世
界
も
文
字
が
あ
る
か
ら
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
天
は
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
尋
ね
て
み
よ
う
か
、
と
も
解
釈
で
き
る
。

（
溝
口
利
奈
）

寄
国
祝

碧
７４８
を
さ
ま
れ
る
国
の
名
に
お
ふ
玉
垣
の
う
ち
に
も
ひ
ろ
き
恵
を
そ
し
る

ナ
ツ
ケ
テ

ウ
チ
ツ
ク
ニ

神
武
天
皇
紀
曰
、
復
大
巳
貴
大
神
目
之
曰
、「
玉
牆
ノ

内
国
」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
八
九
番
。
日
本
書
紀
、
巻
三
、
神
武
天
皇
、
二
三
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
巳
│
己
」。

﹇
訳
﹈
国
に
寄
せ
る
祝
い

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）
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平
穏
で
あ
る
国
の
名
を
持
つ
玉
垣
の
内
（
の
大
和
国
）
に
も
、
広
い
恵
み
が
あ
る
の
を
知
る
こ
と
だ
な
あ
。

お
お
あ
な
む
ち
の
お
お
か
み

た
ま
が
き

神
武
天
皇
紀
に
よ
る
と
、
ま
た
大
己
貴
大
神
は
こ
の
国
を
名
付
け
て
、「
玉
牆
の
内
つ
国
」
と
言
わ
れ
た
云
々
。

あ
き
つ
し
ま

﹇
考
察
﹈
神
武
天
皇
は
大
和
に
「
秋
津
洲
」
と
い
う
美
称
を
付
け
た
が
、
か
つ
て
神
々
も
同
じ
よ
う
に
美
称
を
付
け
て
い
た
と
説
明
し
た

箇
所
。
大
己
貴
大
神
は
偉
大
な
、
土
地
の
貴
き
者
を
意
味
す
る
神
で
、『
日
本
書
紀
』
で
は
素
戔
嗚
尊
の
子
の
六
世
の
孫
と
伝
え
る
。

「
玉
牆
の
内
つ
国
」
と
は
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い
垣
（
青
垣
山
）
に
囲
ま
れ
た
内
つ
国
（
大
和
国
）
を
い
う
。
か
つ
て
神
々
が
賛
辞
し

た
こ
の
国
の
美
称
を
踏
ま
え
て
、
国
家
安
泰
の
恵
み
を
寿
ぐ
。

﹇
参
考
﹈『
碧
玉
集
』
に
は
、「
寄
国
祝

小
倉
の
大
納
言
季
種
す
す
め
侍
る
」
と
あ
る
。
小
倉
の
大
納
言
季
種
と
は
小
倉
季
種
（
生
没
一

四
五
六
〜
一
五
二
九
年
）
で
、
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
永
正
三
〜
一
八
年
（
一
五
〇
六
〜
二
一
）。

（
溝
口
利
奈
）

寄
道
祝
言

７４９
今
そ
み
ん
大
津
の
宮
の
さ
た
め
置
し
天
津
ひ
つ
き
の
道
の
た
め
し
も

文
亀
三
年
歌
合
此
歌
判
云
、
大
津
の
宮
の
さ
た
め
置
し
天
津
日
嗣
と
侍
る
、
む
か
し
、
天
智
天
皇
、
近
江
の
大
津
宮
に
う
つ
り
住
せ
た

ま
ひ
、
こ
れ
に
て
御
即
位
な
と
お
こ
な
は
れ
し
と
そ
承
り
侍
る
。「
即
位
」
と
書
て
「
あ
ま
つ
日
つ
き
」
と
よ
み
け
る
と
か
や
。

抑
、
御
即
位
の
お
こ
り
を
申
さ
は
、
神
武
天
皇
、
橿
原
宮
に
御
位
に
つ
か
せ
給
を
こ
そ
濫
觴
と
も
申
す
へ
き
に
、「
大
津
宮
に
さ

た
め
置
し
」
と
侍
る
は
、
か
の
御
時
に
ま
さ
し
き
儀
式
な
と
定
め
お
こ
な
は
れ
た
る
事
の
侍
る
や
ら
ん
。
日
本
紀
を
さ
へ
く
は
し

く
う
か
ゝ
ひ
侍
ら
ね
と
、
今
の
宣
命
の
詞
に
も
、「
近
江
の
大
津
の
宮
に
、
は
し
め
た
ま
ひ
さ
た
め
た
ま
ふ
の
り
の
ま
ゝ
に
」
と

侍
れ
は
、
こ
と
は
り
た
か
ひ
て
は
侍
ら
し
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
六
二
番
。
文
亀
三
年
三
十
六
番
歌
合
、
二
七
番
。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
文
亀
三
年
三
十
六
番
歌
合
』「
天
津
日
嗣
│
天
日
嗣
」「
お
こ
り
を
申
さ
は
│
お
こ
り
を
申
は
」「
日

本
紀
を
さ
へ
│
日
本
紀
な
と
を
さ
へ
」。

﹇
訳
﹈
道
に
寄
せ
る
祝
言

今
こ
そ
見
よ
う
。
大
津
宮
で
（
天
智
天
皇
が
）
決
め
て
お
い
た
皇
位
継
承
の
道
理
の
先
例
も
。

あ
ま

ひ

つ

文
亀
三
年
歌
合
で
、
こ
の
歌
の
判
詞
に
よ
る
と
、「
大
津
の
宮
の
定
め
置
き
し
天
つ
日
嗣
ぎ
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、
昔
、（
西
暦
六

六
七
年
に
）
天
智
天
皇
が
近
江
の
大
津
宮
に
移
り
住
ま
わ
れ
、（
そ
の
翌
年
）
こ
こ
で
御
即
位
な
ど
を
行
わ
れ
た
と
承
っ
て
お
り

か
し
は
ら
の
み
や

ま
す
。「
即
位
」
と
書
い
て
「
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
」
と
訓
じ
た
と
か
。
そ
も
そ
も
御
即
位
の
起
源
を
申
す
と
、
神
武
天
皇
が
橿
原
宮

つ

で
御
位
に
お
即
き
に
な
ら
れ
た
の
を
始
ま
り
と
申
す
べ
き
だ
が
、「
大
津
の
宮
に
定
め
置
き
し
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、
天
智
天
皇

の
御
代
に
正
式
な
儀
式
な
ど
を
決
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。『
日
本
書
紀
』
ま
で
も
詳
し
く
調
べ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
現
行
の
宣
命
の
言
葉
に
も
、「
近
江
の
大
津
宮
に
お
い
て
始
め
ら
れ
、
お
決
め
に
な
ら
れ
た
法
に
従
っ
て
」
と
あ
り
ま

す
の
で
、
道
理
に
反
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
云
々
。

の
り

﹇
考
察
﹈
宣
命
の
一
節
「
近
江
の
大
津
の
宮
に
始
め
た
ま
ひ
定
め
た
ま
ふ
法
」
は
、
天
智
天
皇
が
制
定
し
た
と
推
定
さ
れ
る
法
。
慶
雲
四

年
（
七
〇
七
）
元
明
天
皇
の
即
位
の
宣
命
に
、「
近
江
大
津
宮
御
宇
大
倭
根
子
天
皇
乃
、
与
天
地
共
長
与
日
月
共
遠
不
改
常
典
止
立
賜
比

敷
賜
覇
留
法
乎
」（
続
日
本
紀
、
巻
四
、
元
明
天
皇
慶
雲
四
年
七
月
）
と
あ
る
の
が
初
見
。
従
来
、
主
に
『
近
江
令
』
な
ど
を
指
す
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
皇
位
継
承
法
説
が
有
力
。
当
歌
は
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
る
室
町
幕
府
の
政
治
的
、
経
済
的
困
窮
の
た

め
に
後
柏
原
天
皇
が
即
位
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
背
景
を
踏
ま
え
、
待
望
す
る
気
持
ち
を
込
め
て
詠
む
。
後
柏
原
天
皇
の

即
位
式
は
、
践
祚
後
二
二
年
目
の
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
に
行
わ
れ
た
。
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﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
記
さ
れ
た
「
文
亀
三
六
十
四
歌
合
」
は
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
六
月
一
四
日
の
歌
合
を
示
す
。
同
年

三
月
三
日
に
開
始
さ
れ
た
着
到
和
歌
の
満
日
が
六
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。

（
丹
羽
雄
一
）

寄
鶴
祝

柏
玉

７５０
花
に
な
き
水
に
住
て
ふ
も
ろ
声
に
契
り
か
を
き
し
和
歌
の
浦
鶴

古
今
集
云
、
花
に
鳴
う
く
ひ
す
、
水
に
住
か
は
つ
の
声
を
聞
は
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
、
い
つ
れ
か
歌
を
よ
ま
さ
り
け
る
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
九
五
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
一
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
八
代
集
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
鶴
に
寄
せ
る
祝
い

（
鶯
が
）
花
間
に
鳴
き
、（
河
鹿
が
）
水
に
棲
ん
で
鳴
く
と
い
う
声
に
合
わ
せ
て
約
束
を
交
わ
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
和
歌
の
浦
の
鶴
は
。

古
今
和
歌
集
に
よ
る
と
、
花
間
に
鳴
く
鶯
、
清
流
に
棲
む
河
鹿
の
声
を
聞
く
と
、
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
で
、
ど
れ
が
歌
を

詠
ま
な
い
だ
ろ
う
か
（
い
や
、
す
べ
て
の
も
の
が
歌
を
詠
む
）。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
和
歌
の
本
質
と
効
用
を
説
い
た
冒
頭
の
一
部
分
。「
和
歌
の
浦
」
は
「
若
の
浦
」
と
も
い
い
、
和
歌
山
市
南
部
の
和
歌
浦

て
ん
ぐ
や
ま

そ
と
お
り
ひ
め

湾
北
部
の
景
勝
地
。
奠
供
山
の
麓
に
玉
津
島
神
社
が
あ
り
、
和
歌
三
神
の
一
で
あ
る
衣
通
姫
も
祀
ら
れ
て
い
る
（
７１２
番
歌
、
参
照
）。

山
部
赤
人
の
「
若
の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み
葦
辺
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
」（
万
葉
集
、
巻
六
、
九
一
九
番
）
の
影
響
で
、

「
鶴
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
。
鶴
は
長
命
な
鳥
と
さ
れ
た
の
で
、
和
歌
の
浦
の
鶴
は
永
続
す
る
歌
道
の
象
徴
。
河
鹿
は
渓
流
に
す
む
ア

オ
ガ
エ
ル
科
の
蛙
。
鳴
き
声
が
秋
の
鹿
の
声
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
、
古
来
、
雄
の
美
し
い
鳴
き
声
が
愛
で
ら
れ
た
。

（
丹
羽
雄
一
）
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跋
文凡

例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
句
読
点
を
付
け
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
し
た
古
文
の
現
代
語
訳
を
置
く
。
な
お
理
解
を
助
け
る
た
め
、
主
語
な
ど
の
補
足
ま
た
は
語
釈
な
ど
を
設

け
、
そ
れ
ら
は
（

）
内
に
入
れ
る
。

一
、﹇
注
釈
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
し
た
古
文
の
注
釈
を
設
け
る
。
注
釈
し
た
箇
所
は
、
古
文
に
通
し
番
号
（
１
以
下
）
を
付
す
。
注
釈
本

文
に
挙
げ
た
和
歌
に
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
た
だ
し
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
）
を
示
す
。
ま
た
例
文
が
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
載
す
る
。

一
、
末
尾
に
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
す
。

１

２

三
の
あ
ま
り
の
い
と
ま
に
ま
か
せ
て
、
古
き
家
の
集
と
も
を
と
り
出
つ
ゝ
、
お
ろ
�
�
う
か
ゝ
ひ
見
た
り
し
中
に
、
三
玉
集
の
歌
の

３

４

５

こ
ゝ
ろ
も
え
さ
る
か
、
い
と
お
ほ
か
り
し
を
柳
の
糸
の
よ
り
�
�
楮
の
国
の
は
し
�
�
に
書
つ
ら
ね
て
、
は
ら
に
あ
ち
は
ひ
口
に
す
ゝ
る

６

７

８

に
、
か
ら
大
和
の
ふ
る
事
と
も
の
あ
た
ら
し
く
な
れ
る
心
言
葉
と
り
�
�
に
、
け
に
藍
よ
り
青
き
た
め
し
成
へ
し
。
や
つ
か
り
本
よ
り
難

９

波
津
の
な
か
れ
を
汲
、
浅
香
山
の
陰
を
う
か
ゝ
ふ
と
に
も
あ
ら
す
。
枝
の
雪
を
な
ら
し
窓
の
蛍
を
ひ
ろ
は
さ
れ
は
、
文
の
道
に
た
と
�
�

し
き
事
、
さ
な
か
ら
ほ
と
き
を
蒙
り
て
壁
に
む
か
ふ
に
似
た
る
物
か
ら
、
ひ
た
す
ら
す
き
の
心
の
引
に
ま
か
せ
て
、
さ
も
と
思
ふ
ふ
る
こ
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と
を
入
ぬ
る
磯
の
草
に
た
く
へ
る
文
と
も
に
か
う
か
へ
あ
は
せ
、
い
さ
ゝ
か
其
お
も
む
き
を
し
る
し
つ
け
て
、
ひ
と
つ
�
�
歌
の
心
を
あ

か
さ
む
と
す
。
三
玉
の
外
も
更
に
ま
た
続
撰
吟
、
一
人
三
臣
抄
、
一
字
御
抄
な
と
の
中
、
お
な
し
作
者
の
歌
に
一
ふ
し
の
よ
し
ゆ
か
り
あ

る
歌
は
、
か
つ
�
�
是
を
も
ま
し
へ
入
侍
し
程
に
、
か
れ
こ
れ
抄
出
の
和
歌
す
へ
て
七
百
四
十
余
首
、
四
の
と
き
恋
雑
の
部
を
わ
か
ち
、

上
下
ふ
た
つ
の
巻
と
な
す
。
其
お
ほ
け
な
き
し
わ
さ
、
管
を
も
て
あ
ま
つ
空
を
う
か
ゝ
ひ
、
蠡
を
も
て
大
海
を
は
か
ら
ん
と
す
る
か
こ
と

し
。

﹇
訳
﹈冬

の
雨
夜
の
暇
に
ま
か
せ
て
、
古
い
家
集
な
ど
を
取
り
出
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
調
べ
て
見
て
い
た
中
に
、『
三
玉
集
』
の
和
歌
で
理
解

で
き
な
い
の
が
、
と
て
も
多
か
っ
た
の
を
時
折
、
田
舎
で
紙
の
端
に
書
き
つ
ら
ね
て
、
腹
で
味
わ
い
口
に
す
す
る
（
よ
う
に
心
中
で
吟
味

し
て
口
ず
さ
む
）
う
ち
に
、
中
国
や
日
本
の
古
い
詩
歌
が
（
和
歌
に
詠
ま
れ
て
）
新
し
く
な
っ
た
心
や
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
で
、
な
る
ほ
ど

「
青
（
和
歌
）
は
藍
（
古
典
）
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。
私
め
は
も
と
よ
り
、
歌
の
伝
統
に
通
じ
て
い
る
わ
け

か
め

で
も
な
い
。
苦
学
し
て
い
な
い
の
で
、
学
問
に
心
も
と
な
い
こ
と
は
、
ま
る
で
甕
を
か
ぶ
っ
て
壁
に
向
か
う
（
よ
う
に
前
途
が
全
く
分
か

ら
な
い
）
の
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ひ
た
す
ら
風
流
心
に
引
か
れ
る
の
に
ま
か
せ
て
、
こ
れ
は
と
思
う
古
事
を
、（
潮
に
隠
れ
て
い
る

磯
の
草
の
よ
う
に
）
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
出
典
を
考
え
合
わ
せ
、
少
し
ば
か
り
そ
の
内
容
を
書
き
付
け
て
、
一
つ
一
つ
和
歌

の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『
三
玉
集
』
の
他
に
も
、
さ
ら
に
ま
た
、『
続
撰
吟
集
』『
一
人
三
臣
抄
』『
一
字
御
抄
』

な
ど
の
中
か
ら
同
じ
作
者
の
歌
で
、
一
節
で
も
由
来
や
関
係
の
あ
る
歌
は
、
と
り
あ
え
ず
混
ぜ
入
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
あ
れ
こ
れ
書
き
抜

い
た
歌
は
全
部
で
七
四
〇
首
余
り
、
四
季
と
恋
、
雑
の
部
に
分
け
、
上
・
下
二
巻
と
す
る
。
そ
の
身
の
程
知
ら
ず
の
所
業
は
、
管
の
穴
か

ら
広
大
な
空
を
覗
き
、
貝
殻
で
大
海
を
測
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

― １９３ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）



﹇
注
釈
﹈

１
「
三
の
余
り
」
こ
と
「
三
余
」
と
は
、
読
書
に
最
も
適
し
た
三
つ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
冬
（
年
の
余
）・
夜
（
日
の
余
）・
陰
雨
（
時
の

余
）
の
三
つ
の
時
を
指
す
。
た
と
え
ば
弘
和
元
年
（
一
三
八
一
）
に
長
慶
天
皇
が
編
集
し
た
『
仙
源
抄
』
の
跋
文
も
、「
弘
和
の
初
め
の

年
、
三
の
余
り
の
折
々
」
か
ら
始
ま
る
。

２
「
家
の
集
」
は
、
個
人
の
歌
集
の
こ
と
。
私
家
集
。

３
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
、

「
こ
の
人
々
を
お
き
て
又
す
ぐ
れ
た
る
人
も
、
く
れ
竹
の
世
々
に
聞
こ
え
、
片
糸
の
よ
り
よ
り
に
絶
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
。」
と
あ
る
。「
片

糸
の
」
は
、
糸
を
寄
り
あ
わ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
よ
り
」
な
ど
に
掛
か
る
枕
詞
。「
よ
り
よ
り
」
は
時
々
、
折
々
の
意
。「
柳
の
糸
」
は
細

く
て
し
な
や
か
な
柳
の
枝
を
糸
に
見
立
て
て
い
う
語
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
成
立
し
た
宗
祇
の
連
歌
撰
集
『
竹
林
抄
』
に
も
、

「
蘆
原
の
世
々
に
つ
た
は
り
て
、
柳
の
糸
の
よ
り
�
�
に
た
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
。」
と
あ
る
。

４
楮
は
紙
の
原
料
で
、
紙
そ
の
も
の
を
指

す
こ
と
も
あ
る
。「
楮
の
国
の
端
々
」
に
、「
楮
の
端
」（
紙
の
端
と
い
う
意
）
と
「
国
の
端
々
」（
田
舎
、
場
末
と
い
う
意
）
を
重
ね
る
。

５
「
腹
に
味
は
ふ
」
は
心
中
で
じ
っ
く
り
と
玩
味
す
る
、
と
い
う
意
。﹇
参
考
﹈「
こ
の
歌
は
あ
る
が
中
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ど
め

て
よ
ま
ず
、
腹
に
あ
ぢ
は
ひ
て
」（
伊
勢
物
語
、
四
四
段
）
６
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
と
は
、
教
え
を
受
け
た
人
が
教
え

た
人
よ
り
優
れ
る
こ
と
。
出
典
は
「
学
不
可
以
已
、
取
之
於
藍
而
青
於
藍
、
冰
水
為
之
而
寒
於
水
。」（
荀
子
、
勧
学
篇
。

・
２８２
・
３０３
番

歌
、
参
照
）。
青
色
の
染
料
は
藍
か
ら
取
る
が
、
原
料
の
藍
よ
り
も
青
い
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
、「
唐
大
和
の
古
事
」（
中
国
・
日
本
の
古
典
）

や
つ
が
れ

を
踏
ま
え
た
和
歌
が
、
出
典
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

７
「
や
つ
が
り
」
は
「
僕
」
と
同
意
で
自
称
。
上
代
・
中
古
で
は
自
分

の
謙
称
、
近
世
で
は
男
性
の
や
や
気
取
っ
た
文
語
的
な
用
法
。

８
『
新
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
、「
難
波
津
の
流
れ
を
汲
み
て
、
澄

み
濁
れ
る
を
定
め
、
浅
香
山
の
跡
を
尋
ね
て
、
深
き
浅
き
を
分
て
り
。」（
和
歌
の
伝
統
に
照
ら
し
て
、
歌
の
優
劣
や
深
浅
を
判
断
し
た
、

と
い
う
意
）
を
踏
ま
え
る
。「
難
波
津
」
は
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
を
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」（
古
今
和
歌
集
、
仮
名

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
五
）
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序
。
王
仁
の
作
と
伝
え
る
）、「
浅
香
山
」
は
「
安
積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
吾
が
思
は
な
く
に
」（
万
葉
集
、
巻
一
六
、

三
八
〇
七
番
）
を
指
す
。
こ
の
二
首
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
、「
難
波
津
の
歌
は
帝
の
御
初
め
な
り
。（
中
略
）
安
積
山
の
言
葉
は

采
女
の
た
は
ぶ
れ
よ
り
よ
み
て
、（
中
略
）
こ
の
二
歌
は
歌
の
父
母
の
や
う
に
て
ぞ
手
習
ふ
人
の
は
じ
め
に
も
し
け
る
。」
と
あ
り
、
伝
統

的
な
和
歌
の
代
名
詞
と
さ
れ
た
。
９
「
蛍
雪
の
功
」（
学
問
に
努
力
す
る
。
苦
学
す
る
）。「
枝
の
雪
」
は
『
孫
子
世
録
』、『
晋
書
』
孫
康

伝
等
の
、
家
が
貧
し
く
て
灯
火
用
の
油
が
買
え
ず
、
雪
明
か
り
で
勉
強
し
た
と
い
う
孫
康
の
故
事
。「
窓
の
蛍
」
は
『
晋
書
』
車
胤
伝
等

の
、
蛍
を
集
め
て
そ
の
光
で
書
を
読
み
学
問
に
励
ん
だ
と
い
う
車
胤
の
故
事
に
よ
る
。﹇
参
考
﹈「
世
界
の
栄
華
に
の
み
戯
れ
た
ま
ふ
べ
き

御
身
を
も
ち
て
、
窓
の
蛍
を
睦
び
、
枝
の
雪
を
馴
ら
し
た
ま
ふ
」（
源
氏
物
語
、
少
女
の
巻
、
二
六
頁
）。

・
２７３
番
歌
、
参
照
。

か
め

こ
う
む

「
ほ
と
ぎ
」（
古
く
は
「
ほ
と
き
」）
は
湯
水
な
ど
を
入
れ
る
素
焼
き
の
土
器
や
甕
。「
ほ
と
ぎ
を
蒙
り
て
壁
に
向
か
ふ
が
如
し
」
と
は
、
前

途
の
全
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
す
ぐ
前
に
あ
る
危
険
に
気
づ
か
ず
、
自
分
か
ら
そ
れ
に
近
づ
く
こ
と
の
た
と
え
。﹇
参
考
﹈「
一
日

乍
レ

抑
二

別
涙
一

、
罷
二

出
御
所
一

之
後
、
不
審
端
多
雖
レ

有
レ

余
。
実
如
二

蒙
レ

向
一レ

壁
」（
保
元
物
語
、
下
、
左
府
の
君
達
并
び
に
謀
叛
人
各

遠
流
の
事
）。「Fotoguiuo

com
utte

cabenim
ucoga

gotoxi

（
ホ
ト
ギ
ヲ

カ
ウ
ム
ッ
テ

カ
ベ
ニ

ム
カ
ウ
ガ

ゴ
ト
シ
）
頭
に
壺
を

か
ぶ
っ
て
壁
を
向
い
て
い
る
人
の
よ
う
に
」（
日
葡
辞
書
）

「
潮
満
て
ば
入
り
ぬ
る
磯
の
草
な
れ
や
見
ら
く
少
な
く
恋
ふ
ら
く
の
多

き
」（
万
葉
集
、
巻
七
、
一
三
九
四
番
、
作
者
未
詳
）
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
和
歌
は
満
ち
潮
に
隠
れ
て
し
ま
う
磯
の
草
の
よ
う
に
、
な
か

な
か
逢
え
な
い
嘆
き
を
表
わ
す
。
こ
こ
で
は
、
出
典
と
な
る
「
文
」
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
、
の
意
か
。﹇
参
考
﹈「
慰
め
に
、
東
宮
の
御

（
マ
マ
）

前
は
参
り
た
ま
へ
れ
ば
、「
入
り
ぬ
る
磯
な
る
が
心
憂
き
こ
と
」
と
恨
み
さ
せ
た
ま
へ
ば
、」（
狭
衣
物
語
、
巻
一
、
七
二
頁
）。

『
続

撰
吟
抄
』
は
天
文
初
年
（
一
五
三
二
）
頃
に
成
立
し
た
私
撰
集
。
編
者
は
徳
大
寺
実
通
か
。
最
多
は
飛
鳥
井
雅
世
の
八
六
二
首
、
次
い
で

三
条
西
実
隆
の
五
六
五
首
が
入
集
。『
雪
玉
集
』
の
編
纂
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

『
一
人
三
臣
和
歌
集
』
は
後
柏
原
天
皇
と
臣
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下
の
三
条
西
実
隆
・
冷
泉
政
為
・
冷
泉
為
広
の
和
歌
を
収
集
し
て
編
纂
し
た
も
の
。

後
水
尾
天
皇
編
『
一
字
御
抄
』、
全
八
巻
。
一

字
の
歌
題
を
三
八
四
題
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
詠
歌
を
置
く
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
出
版
。

管
の
細
い
穴
か
ら
広
大
な
空
を
の

ぞ
こ
う
と
す
る
よ
う
に
、
自
分
の
狭
い
知
識
を
基
準
に
し
て
、
広
大
な
こ
と
に
つ
い
て
勝
手
な
推
測
を
下
す
こ
と
を
い
う
た
と
え
。

れ
い

「
蠡
を
も
て
大
海
を
測
る
」
と
は
、
貝
殻
（
一
説
に
、
ひ
さ
ご
）
な
ど
の
小
さ
な
入
れ
も
の
で
海
の
大
き
さ
を
測
る
よ
う
に
、
わ
ず
か
な

か
ひ

く
だ

知
識
で
遠
大
な
物
事
を
推
測
す
る
こ
と
の
た
と
え
。﹇
参
考
﹈「
是
れ
猶
し
螺
を
以
て
海
を
酌
み
、
管
に
因
り
て
天
を
�
る
が
ご
と
し
。」

（
日
本
霊
異
記
、
下
、
序
、
二
四
三
頁
）。「
た
と
へ
ば
嬰
児
の
蠡
を
以
て
巨
海
を
測
り
、
蟷
螂
が
斧
を
取
っ
て
隆
車
に
向
ふ
如
く
な
り
」

（
能
「
木
曽
」）。

（
八
木
智
生
）

１

し
か
あ
れ
は
、
註
釈
を
作
り
あ
ら
は
し
て
、
そ
れ
か
書
の
忠
臣
と
か
や
い
は
れ
し
た
め
し
は
、
本
よ
り
ね
か
へ
る
心
に
あ
ら
す
。
た
ゝ

２

３

４

み
つ
か
ら
朝
夕
の
枕
こ
と
ゝ
し
て
、
ふ
る
き
を
た
つ
ね
あ
た
ら
し
き
を
し
る
の
な
か
た
ち
と
せ
ん
か
た
め
に
、
お
も
て
を
か
き
に
す
る
は

５

ち
を
わ
す
れ
て
、
い
さ
ゝ
か
の
心
さ
し
を
と
け
畢
り
ぬ
。
抑
、
拙
き
身
の
菽
麥
を
さ
へ
わ
か
た
ぬ
心
に
、
う
る
は
し
く
し
ら
ぬ
事
を
も

６ほ
ゝ
ゆ
か
め
て
し
る
せ
る
こ
と
の
お
ほ
か
ら
ん
は
、
其
恐
れ
す
く
な
き
に
非
す
。
ひ
ろ
く
見
、
お
ほ
く
き
け
る
人
に
あ
ひ
て
、
あ
や
ま
り

７

を
た
ゝ
さ
れ
ん
事
は
、
古
柄
小
野
の
本
柏
も
と
よ
り
望
む
所
な
か
ら
、
う
と
き
人
に
は
さ
す
か
に
、
も
ら
し
み
す
へ
き
に
も
あ
ら
て
、
し

８

は
ら
く
ふ
は
こ
の
底
に
か
く
し
ぬ
。
と
き
に
、
正
徳
き
の
と
の
ひ
つ
し
季
の
春
、
萍
は
し
め
て
お
ふ
る
日
に
あ
た
り
て
、
こ
と
の
よ
し
を

し
る
し
つ
く
る
こ
と
、
し
か
な
り
。

一
枝
軒
主
人

尚
房

﹇
訳
﹈

『
三
玉
挑
事
抄
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注
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そ
う
で
あ
る
か
ら
、
注
釈
を
作
り
著
わ
し
て
、
そ
れ
が
書
の
忠
臣
と
か
言
わ
れ
た
例
は
、
初
め
か
ら
願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た

み
ず
か

だ
自
ら
毎
日
、
口
癖
に
す
る
言
葉
と
し
て
、
温
故
知
新
の
仲
介
を
す
る
た
め
に
、
面
を
垣
に
す
る
恥
（
物
事
が
見
え
ず
融
通
の
利
か
な
い

恥
）
を
忘
れ
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
（
著
作
の
）
意
向
を
遂
げ
終
わ
っ
た
。
そ
も
そ
も
思
慮
分
別
の
な
い
身
で
、
大
豆
と
麦
さ
え
区
別
で

き
な
い
愚
か
な
心
で
、
正
し
く
知
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
誤
り
を
ま
じ
え
て
記
し
た
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
心
配
は
少
な
く
な

い
。
広
く
見
て
多
く
聞
い
た
（
博
識
な
）
人
に
会
っ
て
、
誤
り
を
正
さ
れ
る
こ
と
は
、
老
境
に
達
し
た
わ
が
身
の
も
と
よ
り
望
む
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
親
し
く
な
い
人
に
は
、
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り
、
漏
ら
し
て
見
せ
る
べ
き
で
も
な
く
、
し
ば
ら
く
文
箱
の
底
に
隠
し

た
。
時
に
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
三
月
、
浮
き
草
が
初
め
て
生
え
る
日
に
あ
た
っ
て
、
事
情
を
書
き
つ
け
る
こ
と
は
、
こ
の
通
り
で

あ
る
。

一
枝
軒
主
人

尚
房

﹇
注
釈
﹈

１
唐
代
に
顔
師
古
は
『
漢
書
』
の
注
を
付
し
て
「
漢
書
の
忠
臣
」
と
崇
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
表
現
。

２
『
源
氏
物
語
』
に

ま
く
ら
ご
と

「
そ
の
筋
を
ぞ
枕
言
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」（
桐
壺
の
巻
、
三
三
頁
）
と
あ
り
、『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
で
は
「
枕
言
」
を
、「
明
け
く
れ
の

こ
と
わ
さ
を
い
ふ
云
々
と
奥
入
に
あ
り
」
と
注
す
。「
奥
入
」
は
藤
原
定
家
編
『
源
氏
物
語
奥
入
』
を
指
す
。

３
「
子
曰
、
温
故
知
新
、

ふ
る

た
づ

た

可
以
為
師
矣
（
子
曰
は
く
、
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
師
為
る
べ
し
）」（
論
語
、
為
政
第
二
）
に
よ
る
。
先
人
の
学
説
な

ど
を
繰
り
返
し
研
究
し
な
が
ら
、
現
実
に
即
し
た
新
し
い
発
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
の
師
と
な
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
意
で
、

学
問
に
対
す
る
姿
勢
を
表
わ
す
。

４
「
面
を
垣
に
す
る
恥
」
と
は
、「
人
而
不
為
周
南
・
召
南
、
其
猶
正
牆
面
而
立
也
与
（
人
に
し
て

ま
な

周
南
・
召
南
を
為
ば
ず
ん
ば
、
其
れ
猶
ほ
正
し
く
牆
に
面
し
て
立
つ
が
ご
と
き
か
）」（
論
語
、
陽
貨
第
十
七
）
に
よ
る
。
人
と
し
て
（
詩
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経
の
最
初
の
二
編
で
あ
る
）
周
南
・
召
南
を
学
ば
な
い
と
、
土
塀
の
真
ん
中
に
面
と
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
前
進
も
出

来
ず
、
ま
た
土
塀
の
内
側
も
見
ら
れ
ず
、
ま
っ
た
く
融
通
の
利
か
な
い
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
。﹇
参
考
﹈「
面
を
垣
に
し
て
た

あ
た

て
ら
ん
が
ご
と
し
」（
千
載
和
歌
集
、
序
）。

５
「
不
能
弁
菽
麥
（
菽
麥
を
弁
ず
る
こ
と
能
は
ず
）」（
春
秋
左
氏
伝
、
成
公
十
八
年
）
に

よ
る
。「
菽
」
は
大
豆
、「
麥
」
は
麦
で
、
そ
れ
ら
の
区
別
も
で
き
な
い
ほ
ど
愚
か
だ
と
い
う
意
。

６
「
頬
ゆ
が
む
」
は
事
実
と
違
う
、

間
違
え
る
の
意
。『
源
氏
物
語
』
に
「
す
こ
し
頬
ゆ
が
め
て
語
る
も
聞
こ
ゆ
」（
帚
木
、
九
五
頁
）、「
ほ
ほ
ゆ
が
む
こ
と
も
あ
め
れ
ば
こ

そ
」（
朝
顔
、
四
七
七
頁
）、「
う
ち
ほ
ほ
ゆ
が
み
」（
若
菜
上
、
五
三
頁
）
と
用
例
が
あ
る
。

７
「
古
柄
小
野
の
本
柏
」
は
「
も
と
」
を

導
く
序
詞
。
例
「
い
そ
の
か
み
ふ
る
か
ら
小
野
の
も
と
柏
も
と
の
心
は
忘
ら
れ
な
く
に
」（
古
今
和
歌
集
、
雑
上
、
八
八
六
番
、
よ
み
人

知
ら
ず
）。
柏
は
落
葉
樹
で
あ
る
が
、
枯
葉
は
枝
に
つ
い
た
ま
ま
越
冬
し
、
そ
の
葉
を
本
柏
と
い
う
。
老
境
に
達
し
た
作
者
を
暗
示
す
る

か
。『
三
玉
挑
事
抄
』
が
刊
行
さ
れ
た
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
時
点
、
編
者
の
野
村
直
房
は
数
え
八
四
歳
。

８
「
萍
」
は
浮
き
草
、

根
な
し
草
。

（
湯
本
美
紀
）
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